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竹

中

幸

史

門
要
約
】
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
、
地
方
の
政
治
結
社
と
革
命
祭
典
と
は
共
に
、
市
民
の
政
治
的
な
文
化
変
容
を
う
な
が
す
「
教
育
」
の
場
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
実
態
や
地
方
政
治
と
の
関
係
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
ル
ー
ア
ン
の
例
を
取
り
上
げ
、
地
方
に
お
け
る
革
命
祭
典
の
実
態
、
お

よ
び
地
方
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
政
治
文
化
薗
に
お
け
る
活
動
と
祭
典
と
の
関
係
を
探
る
こ
と
に
し
た
。
ル
ー
ア
ン
の
革
命
祭
典
は
、
そ
の
初
期
、
旧

制
度
下
の
祭
典
と
の
連
続
性
が
顕
著
で
あ
る
が
、
九
二
年
以
後
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
が
登
場
し
、
九
三
年
に
な
る
と
、
祭
典
の
非
キ
リ
ス
ト
教
化
、
組
織
者

の
変
化
、
ま
た
参
加
者
の
昆
主
化
が
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
同
時
期
、
祭
典
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
死
と
再
生
」
が
現
れ
る
が
、
そ
れ
は
ル
ー
ア
ン
の
現
実
の

政
治
状
況
を
も
反
映
す
る
も
の
だ
っ
た
。
一
方
ク
ラ
ブ
は
、
革
命
初
期
、
祭
典
に
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
九
二
年
に
自
由
の
木
植
樹
や
独

自
の
祭
典
組
織
に
よ
っ
て
政
治
文
化
の
闘
争
を
開
始
し
、
九
三
年
以
降
は
公
式
の
祭
典
の
組
織
・
運
営
に
積
極
的
に
関
わ
っ
た
。
ま
た
革
命
祭
典
以
外
で

も
、
非
キ
リ
ス
ト
教
化
運
動
や
デ
カ
デ
ィ
の
祭
典
組
織
な
ど
、
「
公
教
育
」
全
般
を
つ
か
さ
ど
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
九
四
年
に
組
織
さ
れ

た
市
公
教
育
委
員
会
を
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
占
め
る
に
い
た
っ
て
、
行
政
の
領
域
だ
け
で
な
く
、
政
治
文
化
の
領
域
に
お
い
て
も
、
ク
ラ
ブ
は
独
裁
を

開
始
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
五
巻
一
号
　
二
〇
〇
二
年
【
月
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は
　
じ
　
め
　
に

　
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
は
、
市
民
た
ち
の
未
曾
有
の
政
治
参
加
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
媒
介
と
な
っ
た
の
が
、
全
国
に
叢
生
し
た
政
治
結
社
、
と

く
に
地
方
ジ
ャ
コ
バ
ン
”
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
近
年
の
革
命
史
研
究
に
お
い
て
外
陰
を
集
め
て
お
り
、
ケ
ネ
デ
ィ
や
ブ
テ
ィ
エ
お
よ

び
ブ
ー
ト
リ
ー
ら
の
総
合
研
究
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ブ
同
士
に
よ
る
情
報
交
換
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
公
共
圏
と
の
関
係
、
ま
た
文
化
変
容
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
観
点
を
踏
ま
え
た
個
別
研
究
が
数
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
革
命
史
研
究
の
泰
斗
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
の
近
著
も
、
革
命
期
か
ら
二
〇
世
紀
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
ジ
ャ
コ
バ
ン
」
を
新
た
な
研
究
視
角
か
ら
問
い
な
お
し
た
試
論
だ
が
、
こ
う
し
た
研
究
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
ク
ラ
ブ
を
革
命
期
に
生
ま

れ
た
新
た
な
社
会
的
結
合
関
係
（
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
）
と
し
て
捉
え
る
視
点
で
あ
る
。
二
宮
宏
之
は
、
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
研
究
の
課
題
と
し
て
、
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

シ
ア
ビ
リ
テ
の
形
成
・
変
容
過
程
へ
の
注
目
、
外
部
世
界
と
の
関
係
の
分
析
、
表
象
論
と
の
接
合
を
挙
げ
て
い
る
が
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
目
ク
ラ
ブ

の
研
究
で
特
に
重
要
と
な
る
の
は
、
第
二
点
、
な
か
で
も
「
政
治
の
契
機
と
の
関
わ
り
」
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
地
方
ジ
ャ
コ
バ
ン
臼
ク
ラ
ブ

は
革
命
政
治
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
幅
広
い
活
動
や
多
大
な
影
響
力
が
、
革
命
の
真
の
動
因
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
筆
者
も
以
前
、
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
（
民
衆
協
会
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
と
活
動
、
と
く
に
ク
ラ
ブ
が
地
方
政
治
へ
参
入
し

て
ゆ
く
様
子
を
検
証
し
た
。
そ
し
て
革
命
が
進
む
に
つ
れ
、
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
市
政
の
中
核
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
ク
ラ
ブ

が
政
治
議
論
に
留
ま
ら
な
い
諸
活
動
（
国
防
、
革
命
軍
組
織
、
治
安
維
持
や
革
命
祭
典
の
組
織
な
ど
）
に
従
事
し
公
共
機
関
化
し
て
ゆ
く
こ
と
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
ク
ラ
ブ
が
市
民
の
「
政
治
化
」
を
促
し
た
と
い
う
見
通
し
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
政
治
化
に
注

目
し
分
析
を
進
め
る
。
そ
の
さ
い
ク
ラ
ブ
の
行
っ
た
諸
活
動
の
う
ち
政
治
文
化
の
領
域
と
関
わ
る
も
の
、
特
に
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
市
民
と

が
直
接
交
流
す
る
革
命
祭
典
を
と
り
あ
げ
た
い
。

　
ク
ラ
ブ
が
革
命
祭
典
や
政
治
文
化
の
定
着
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
一
七
九
三
年
以
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ルーアンにおける革命祭典とジャコバン＝クラブ（一七九〇年一九三年）（竹中）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

降
、
ク
ラ
ブ
は
祭
典
の
組
織
や
非
キ
リ
ス
ト
教
化
運
動
の
進
展
に
関
与
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ケ
ネ
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、
革

命
当
初
か
ら
ク
ラ
ブ
は
連
盟
祭
や
ミ
ラ
ボ
ー
の
哀
悼
式
典
な
ど
の
祭
典
組
織
に
か
か
わ
り
、
九
二
年
以
降
、
諸
シ
ン
ボ
ル
の
普
及
な
ど
に
尽
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
た
。
そ
し
て
九
三
年
に
な
る
と
、
様
々
な
革
命
祭
典
へ
の
参
加
、
そ
の
組
織
と
あ
わ
せ
公
教
育
に
も
関
与
し
た
と
い
う
。
し
か
し
こ
う
し
た

研
究
は
全
国
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
巨
視
的
に
把
握
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
歴
史
の
具
体
相
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
地
方
政
治
と
の
関
係
に
注
目

し
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
ク
ラ
ブ
の
活
動
全
般
の
な
か
で
、
こ
う
し
た
「
文
化
戦
略
」
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と

は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　
一
方
、
革
命
祭
典
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
革
命
史
研
究
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
り
、
多
く
の
歴
史
家
が
様
々
な
手
法
で
取
り
組

ん
で
き
た
。
革
命
期
に
み
ら
れ
た
政
治
的
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
革
命
祭
典
が
祭
り
と
し
て
は
不
変
の
論
理
擁
「
再
生
」
を
共
通
し
て
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
い
た
こ
と
を
主
張
し
た
オ
ズ
！
フ
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
お
け
る
祭
典
の
変
容
を
検
討
し
、
革
命
祭
典
を
四
段
階
に
分
け
て
論
じ
た
ヴ
ォ
ヴ
ェ

⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ル
、
共
和
二
年
に
お
け
る
「
文
化
変
容
」
を
論
じ
た
ビ
ア
ン
キ
な
ど
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
特
徴
は
、
祭
典
を
政
治
的
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
と
は
み
な
さ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
後
の
祭
典
研
究
は
、
祭
典
の
政
治
性
よ
り
も
、
祭
り
に
登
場
す
る
象
徴
や
そ
の
意
味
、
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
無
意
識
下
の
行
動
の
解
読
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ハ
ン
ト
に
よ
る
政
治
文
化
研
究
が
進
ん
だ
後
は
、
革
命
期
に
あ
ら

ゆ
る
事
物
が
政
治
化
し
、
祭
典
も
「
新
し
い
人
間
」
の
教
育
を
担
う
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

　
我
が
国
に
お
い
て
も
革
命
祭
典
は
お
お
い
に
注
目
を
集
め
た
が
、
そ
の
研
究
に
は
大
別
し
て
二
つ
の
潮
流
が
あ
っ
た
。
～
つ
は
「
祭
り
自

体
」
の
研
究
で
あ
る
。
そ
の
第
　
人
者
と
し
て
立
川
孝
　
の
名
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
立
川
氏
は
ア
ル
ル
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
、
マ
ル
セ
イ
ユ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

つ
た
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
諸
都
市
や
パ
リ
の
革
命
祭
典
の
変
容
を
跡
付
け
て
い
る
。
い
ま
一
つ
の
潮
流
は
、
松
浦
義
弘
や
小
林
亜
子
ら
に
よ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

祭
典
の
「
教
育
機
能
」
の
側
面
に
注
目
す
る
研
究
で
あ
る
。
二
人
は
、
革
命
家
た
ち
が
祭
典
の
教
育
機
能
に
注
目
し
た
時
期
に
つ
い
て
見
解
の

相
違
が
あ
る
も
の
の
、
革
命
祭
典
が
広
義
の
「
教
育
」
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
バ
ラ
、
ヴ
ィ
ア
ラ
と
い
う

二
人
の
少
年
を
顕
彰
す
る
国
民
祭
典
が
組
織
さ
れ
て
ゆ
く
様
子
を
分
析
し
た
天
野
知
恵
子
や
、
一
九
離
婁
フ
ラ
ン
ス
史
の
特
徴
で
あ
る
聖
俗
の
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対
立
の
出
発
点
と
し
て
、
革
命
期
に
お
け
る
「
習
俗
」
の
革
命
を
取
り
上
げ
た
谷
川
稔
の
研
究
も
、
こ
う
し
た
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
と

　
　
　
　
⑬

な
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
革
命
祭
典
の
研
究
史
の
概
略
を
述
べ
た
が
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
地
方
に
お
け
る
革
命
祭
典
の
研
究

が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
地
方
祭
典
研
究
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
端
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
十
分
野
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
政
治
文
化
研
究
の
進
展
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
ー
カ
ル
双
方
の
視
点
が
必
要
な
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
文
化
の
発
信
と
受
容
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

地
方
に
よ
る
独
自
の
摂
取
1
1
利
用
と
い
っ
た
文
化
変
容
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
祭
典
の
教
育
機
能
を
強
調
す
る
研

究
は
、
議
会
で
定
め
ら
れ
た
デ
ク
レ
や
法
、
革
命
家
た
ち
の
発
雷
を
重
視
す
る
た
め
、
「
教
育
」
の
担
い
手
や
実
態
に
つ
い
て
あ
ま
り
注
意
を

払
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
「
習
俗
の
革
命
」
と
い
う
為
政
者
の
意
図
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
地
方
祭
典
を
組

織
し
た
人
々
や
祭
典
の
種
類
・
構
成
、
そ
し
て
地
方
政
治
と
の
関
連
な
ど
、
基
本
的
な
事
柄
で
さ
え
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
を
デ
ク
レ
の
文
言
で
は
な
く
、
祭
典
の
現
場
で
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
近
年
の
政
治
文
化
研
究
に
お
い
て
は
、
オ

ズ
ー
フ
ま
た
は
ハ
ン
ト
流
の
記
号
論
的
な
分
析
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
祭
典
の
基
本
的
な
構
造
を
捉
え
る
研
究
は
不
当
に
軽
視
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
地
方
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
研
究
と
革
命
祭
典
観
究
は
、
そ
の
実
態
の
解
明
、
ま
た
地
方
政
治
と
の
関
係
の
分
析
と
い

う
共
通
の
課
題
を
有
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
地
方
都
市
ル
ー
ア
ン
の
例
を
取
り
上
げ
、
地
方
に
お
け
る
革
命
祭
典
の
実
態
、
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

地
方
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
政
治
文
化
面
に
お
け
る
戦
略
と
祭
典
と
の
関
係
を
探
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
当
時
、
ル
ー
ア
ン
は
人
口
七
万

余
を
抱
え
る
国
内
有
数
の
大
都
市
で
あ
っ
た
。
ま
た
ル
ー
ア
ン
を
中
心
と
す
る
オ
ー
ト
脾
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
は
、
共
和
二
年
に
地
方
ク
ラ
ブ
が

大
幅
に
増
加
す
る
地
域
で
あ
り
、
急
速
に
ジ
ャ
コ
バ
ン
化
が
進
ん
だ
地
域
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
ル
ー
ア
ン
は
地
方
都
市
の
政
治
情

勢
、
ま
た
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
展
開
を
追
う
の
に
格
好
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
検
討
す
る
時
期
と
し
て
は
、
一
七
九
〇

年
か
ら
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
の
成
立
す
る
九
三
年
末
ま
で
を
設
定
し
よ
う
。
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ルーアンにおける革命祭典とジャコバン＝クラブ（一七九〇年一九三年）（竹中）

　
祭
典
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
の
提
示
し
た
祭
典
の
変
容
モ
デ
ル
と
の
比
較
を
念
頭
に
、
論
を
進
め
る
。
彼
の
革
命
祭
典
の
変
容

モ
デ
ル
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
①
連
盟
祭
に
代
表
さ
れ
る
八
九
年
か
ら
九
一
年
。
旧
制
度
と
の
連
続
性
が
顕
著
だ
が
、
貴
族
と
民
衆
は

排
除
さ
れ
る
。
②
薪
し
い
市
民
的
象
徴
が
登
場
す
る
九
二
年
か
ら
九
三
年
。
祭
典
の
民
主
化
、
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
的
な
要
素
の
復
活
、
暴
力
的
要

素
の
台
頭
が
特
徴
で
あ
る
。
③
国
民
祭
典
が
実
行
に
移
さ
れ
る
九
三
年
差
ら
九
四
年
忌
最
高
存
在
の
祭
典
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
祭
典
は
「
モ

ラ
ル
化
」
の
機
能
を
担
う
。
④
九
五
年
以
降
。
総
裁
政
府
に
よ
る
国
民
祭
典
も
「
モ
ラ
ル
化
」
の
役
割
を
保
持
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
整
理
で

き
よ
う
。
本
稿
に
関
わ
る
の
は
①
お
よ
び
②
で
あ
る
。

　
史
料
と
し
て
は
、
ル
ー
ア
ン
市
議
会
議
事
録
、
祭
典
関
係
の
史
料
集
の
ほ
か
、
ク
ラ
ブ
の
議
事
録
や
き
ミ
§
N
酒
肉
ミ
§
紙
な
ど
を
参
考
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
た
。
さ
ら
に
同
時
代
人
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
日
記
史
料
を
も
適
宜
使
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
展
開
を
主
題
と
す
る
本
稿
の

性
格
上
、
「
祭
り
自
体
」
の
考
察
は
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
多
角
的
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
別
稿
で
論
じ
る

予
定
で
あ
る
。

①
地
方
ジ
ャ
コ
バ
ン
ク
ラ
ブ
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期

　
ル
ー
ア
ン
の
民
衆
協
会
」
『
史
林
』
八
○
－
四
、
一
九
九
七
年
。
同
「
革
命
を
支

　
え
た
ソ
シ
ア
ビ
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テ
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服
部
春
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谷
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多
『
フ
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ン
ス
史
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』
山

　
川
出
版
社
、
二
〇
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〇
年
。
ク
ラ
ブ
に
か
ん
す
る
近
年
の
主
要
な
総
合
研
究
と
し
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ω
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ρ
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二
宮
宏
之
「
ソ
シ
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ビ
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テ
論
の
射
程
」
二
宮
宏
之
編
開
結
び
あ
う
か
た
ち

　
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
論
の
射
程
㎞
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
＝
一
－
一
六
頁
。

④
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
ル
ー
ア
ン
の
民
衆
協
会
」
参
照
。

⑤
驚
く
。
〈
亀
ρ
卜
融
ミ
§
§
嗣
ぎ
§
譜
貯
書
§
等
き
§
二
食
謡
阜
N
題
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評
計
量
竃
O
．
ミ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
ヲ
ラ
ン
ス
革
命
と
教
会
』
人
文
書
院
、

　
一
九
九
二
年
、
二
三
〇
－
二
三
七
頁
。

⑥
国
Φ
嘗
Φ
曾
曽
§
万
国
ミ
ぎ
・
防
ら
唱
．
蒔
①
ふ
ト
。
．
箆
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§
穐
ミ
奪
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縞
越
も
℃
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〇
b
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山
O
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ミ
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乙
P
N
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－
N
遣
鈎
署
」
侮
？
δ
ρ
一
①
一
－
ミ
9

⑦
ζ
』
N
。
男
妾
養
馬
惹
ミ
ミ
画
§
醤
鼠
溝
N
誌
や
N
溶
節
℃
鼠
の
甲
目
Φ
刈
①
（
立
川
孝

　
一
訳
『
箪
－
命
祭
典
』
岩
波
書
店
、
　
一
九
八
八
年
）
一
ユ
。
；
ト
ぎ
ミ
ミ
偽
、
禽
§
腎
轟

　
℃
碧
一
ω
　
同
り
Q
Q
り
．

⑧
諸
．
＜
。
く
亀
ρ
号
9
。
野
特
に
第
二
部
「
祭
り
の
新
し
い
モ
デ
ル
も
し
く
は
短
期

　
に
お
け
る
祭
り
」
。
ま
た
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
隅
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
心
性
』
岩
波
書
店
、
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一
九
九
二
年
、
二
三
〇
－
二
三
七
頁
。

⑨
ω
』
冨
琴
芦
寒
雲
ミ
ミ
執
§
ミ
砕
§
ミ
馬
身
N
ぎ
舞
二
男
弘
⑩
。
。
卜
⊃
．

⑳
リ
ン
・
ハ
ン
ト
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
政
治
文
化
』
平
凡
社
、
～
九
八
九
年
。

⑪
立
川
孝
～
「
革
命
祭
典
ー
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
心
性
史
扁
『
思
想
』
六
八
七
、
一

　
九
八
一
年
。
同
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
祭
り
』
筑
摩
書
房
、
～
九
八
八
年
。
同
『
フ

　
ラ
ン
ス
革
命
祭
典
の
図
像
学
』
中
公
新
書
、
一
九
八
九
年
、
な
ど
。

⑫
松
浦
義
弘
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
〈
習
俗
＞
ー
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
期
に
お
け
る

　
公
教
育
論
議
の
展
開
と
国
民
祭
典
1
」
『
史
学
雑
誌
』
九
二
－
四
、
一
九
八
三

　
年
。
小
林
亜
子
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
〈
公
教
育
〉
と
く
祭
典
＞
－
1
憲
法

　
制
定
国
民
議
会
期
を
申
心
に
一
」
噸
教
育
史
学
会
紀
要
（
日
本
の
教
育
史
学
）
㎞

　
二
九
、
～
九
八
六
年
。
同
「
〈
勺
○
い
H
O
国
〉
と
し
て
の
く
公
教
育
〉
」
谷
川
稔
ほ

　
か
糊
規
範
と
し
て
の
文
化
一
文
化
統
合
の
近
代
史
㎞
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
。

⑬
　
天
野
鋤
恵
子
「
国
民
国
家
の
創
設
と
愛
国
少
年
伝
説
の
展
開
　
フ
ラ
ン
ス
革
命

　
の
英
雄
バ
ラ
、
ヴ
ィ
ア
ラ
」
『
史
学
雑
誌
』
　
一
〇
六
－
九
、
一
九
九
七
年
。
谷
川

　
稔
『
十
字
架
と
三
色
旗
』
山
規
出
版
社
、
～
九
九
七
年
。

⑭
ロ
ジ
ェ
・
シ
ャ
ル
チ
エ
ヲ
ラ
ン
ス
革
命
の
文
化
的
起
源
』
岩
波
書
店
、
一
九

　
九
四
年
。

⑯
こ
れ
ま
で
ル
ー
ア
ン
の
革
命
祭
典
を
分
析
し
た
マ
ゾ
リ
ッ
ク
や
エ
ベ
ー
ル
の
研

　
究
も
こ
う
し
た
問
題
に
こ
た
え
ら
れ
て
い
な
い
。
O
．
冨
器
鍵
江
P
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独
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第
【
章
　
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
初
期
の
革
命
祭
典
と
ク
ラ
ブ
（
一
七
九
〇
無
～
九
一
年
）

本
章
で
は
一
七
九
〇
年
か
ら
九
～
年
の
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
革
命
祭
典
の
実
態
と
、
ク
ラ
ブ
と
祭
典
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
祭
典
の
な
か
で
は
連
盟
祭
と
ミ
ラ
ボ
ー
の
哀
悼
式
典
が
特
に
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
感
性
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。
本
章

で
も
こ
の
二
つ
の
祭
典
を
中
心
に
検
討
す
る
。
ク
ラ
ブ
の
関
与
を
論
じ
る
前
に
、
ま
ず
連
盟
祭
の
展
開
を
検
討
し
よ
う
。
ル
ー
ア
ン
で
は
二
度



ルーアンにおける革命祭典とジャコバン・クラブ（一七九〇年一九三年）（竹中）

　　　　　　　　　　　　　　tc　1　ルーアンにおける連盟祭

1度目の連盟祭（90年6月29H＞

〔祭典行列〕

・8時、祝砲。

・ルーアン市・他都市の国民衛兵、国境軍など総勢1万人が配概につく。市庁舎の鐘の音を合図

に行進開始（市内4ヶ所から）

岡時刻、市議会も行進開始。順：マレショセ／県内64カントンの市長・市役人／騎兵と歩兵が護

衛

・10時、運盟兵のための陣営、サン＝ジュリアンの荒地に到着、合流

〔セレモニー：ミサ〕

・司教によるF来れ精霊よ」朗唱／ぶどう酒とパンの奉納／司教の演説／少年の演説／司教によ

る祈り／国民衛兵旗の盤別式

〔宣誓〕

・兵士全員による「国民万歳！　法律万歳！　国王万歳！］の連呼／連盟兵の宜誓、「テ・デウ

ム」斉唱

〔大聖堂におけるテ・デウム斉唱〕（自治体のみ入場、兵士は教会の外で待機）

・司教の演説／「テ・デウム」斉唱（連盟旗が掲げられ十字架の下に掲揚）

・自治体退場

〔宴会〕

・ffty、各都市の議員、軍将校らの参加

2度目の連盟祭（90年7月14日）

〔祭典行列〕

．11時半、Vieux．palais（要塞）を出発。

順：鼓笛隊と楽団／市議会、市議会議員、市役人／国民衛兵と騎兵が護衛

〔シャン＝ド＝マルスにおける宣誓〕

・宣誓（各兵団長、兵卒）／市長の演説

・聴衆一問、「私はそれを誓う！」続いて「国民万歳！　圏王万歳！　法律：万歳！」の連呼

・ルーアン司教が唱句3つをとなえる。「国民万歳！　国王万歳！　法律万歳！」の連呼

・祝砲で祭典終了

出典　　Chardon（6d．），エ）ioc　ans　de躍’θ5　nation‘τles，　PP．19－34．

の
儀
礼
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
祭
典
の
進
行
は

司
教
デ
ュ
リ
ィ
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
～
少
年
お
よ
び
市
長
を
除
け

ば
、
祭
典
中
に
演
説
を
行
う
の
は

パ
ン
の
奉
納
、
「
テ
・
デ
ウ
ム

〔
神
々
へ
の
讃
歌
〕
」
斉
唱
な
ど
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教

祭
の
展
開
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
看
取
で
き
る
祭
典

の
特
徴
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
司
教
の
演
説
、
ぶ
ど
う
酒
と

度
目
は
パ
リ
の
全
国
連
盟
祭
に
あ

わ
せ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
表
1
は
、
二
度
に
わ
た
る
連
盟

度
目
は
当
地
の
国
民
衛
兵
の
イ

シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
も
の
、
二

年
六
月
二
九
日
・
七
月
　
四
日
）
。

連
盟
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
（
九
〇
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彼
だ
け
で
あ
る
。
次
に
、
国
民
衛
兵
を
中
心
と
し
た
軍
事
的
色
彩
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
祭
典
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
彼
ら
の
宣
誓
と
パ
レ
ー
ド
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
参
加
者
が
自
治
体
と
軍
事
関
係
者
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、
民
衆
や
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
ー
ト
は
排
除
さ
れ
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
で
あ
る
。
た
だ
し
祭
典
後
は
、
意
中
で
祝
宴
が
張
ら
れ
、
民
衆
た
ち
も
歓
喜
に
酔
い
し
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ル
ー
ア
ン
の
連
盟

祭
に
は
、
オ
ズ
ー
フ
や
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
が
革
命
初
期
の
祭
典
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
た
よ
う
な
、
旧
制
度
下
の
祭
典
と
の
連
続
性
が
よ
く
示
さ
れ

て
い
る
。
一
度
目
と
二
度
目
の
祭
典
の
相
違
と
し
て
は
、
会
場
が
郊
外
の
荒
地
か
ら
城
壁
の
外
側
に
隣
接
す
る
兵
舎
の
庭
、
シ
ャ
ン
・
ド
目
マ

ル
ス
に
移
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
七
月
一
四
日
の
祭
典
の
方
が
静
態
的
、
秩
序
志
向
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
一
度
目
の
祭

典
が
地
方
に
お
い
て
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
度
目
の
祭
典
が
パ
リ
の
議
会
の
命
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
上
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ら
の
秩
序
回
復
が
目
指
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
連
盟
祭
に
ク
ラ
ブ
は
ど
う
関
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
度
目
の
連
盟
祭
は
五
月
八
日
、
国
民
衛
兵
に
よ
っ
て
開
催
が
決

　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

定
さ
れ
た
の
だ
が
、
翌
日
の
§
ミ
嵩
ミ
譜
肉
ミ
§
に
は
早
速
、
連
盟
祭
開
催
を
市
民
に
訴
え
る
建
白
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
文
を
寄

せ
た
「
平
和
と
憲
法
の
友
」
と
い
う
団
体
は
、
の
ち
に
「
憲
法
友
の
会
」
と
改
称
し
て
発
足
す
る
、
ク
ラ
ブ
の
前
身
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
祭

典
開
催
を
市
民
に
最
初
に
訴
え
た
の
は
、
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
祭
典
の
参
加
者
の
な
か
に
ク
ラ
ブ
の
姿
は
み
ら
れ
な
い
。
お
そ

ら
く
国
民
衛
兵
の
な
か
に
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
1
が
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
個
人
と
し
て
参
加
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
ク
ラ
ブ

が
団
体
と
し
て
連
盟
祭
当
日
（
六
月
二
九
日
・
七
月
一
四
日
）
に
行
っ
た
の
は
、
夜
、
集
会
所
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
灯
し
、
祝
賀
ム
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
盛
り
上
げ
た
こ
と
く
ら
い
だ
っ
た
。
六
月
二
九
日
の
夜
、
そ
の
広
間
に
は
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
帽
（
「
自
由
の
帽
子
」
）
を
被
せ
た
槍
を
持
ち
、
蛇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
踏
み
つ
け
る
女
性
を
描
い
た
絵
画
が
置
か
れ
た
と
い
う
が
、
ク
ラ
ブ
は
連
盟
祭
開
催
に
熱
意
を
示
す
一
方
で
、
間
接
的
に
参
加
し
た
に
す
ぎ

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
ミ
ラ
ボ
ー
急
逝
の
報
せ
を
う
け
て
組
織
さ
れ
た
、
哀
悼
式
典
（
九
　
年
四
月
七
日
）
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
は
ル
ー
ア
ン
で
行
わ

れ
た
革
命
祭
典
の
う
ち
、
初
め
て
ク
ラ
ブ
が
主
導
し
て
組
織
し
た
祭
典
で
あ
る
。
四
月
四
日
、
自
己
負
担
で
祭
典
開
催
を
決
定
し
た
ク
ラ
ブ
が
、
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⑧

六
日
に
市
議
会
に
参
加
を
促
し
て
、
市
民
祭
典
の
か
た
ち
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
祭
典
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
午
前
一
〇
時
、
鼓
笛

隊
の
先
導
の
も
と
、
ク
ラ
ブ
と
市
議
会
か
ら
な
る
行
列
が
市
庁
舎
を
出
発
し
た
。
大
聖
堂
到
着
後
、
ミ
サ
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
よ
る
演
奏
が
続
い
た
。
ク
ラ
ブ
の
議
事
録
に
よ
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
・
階
層
の
市
民
が
参
列
し
、
国
民
服
に
身
を
包
ん
だ
子
供
た
ち
が
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ラ
ボ
ー
に
賛
辞
を
捧
げ
た
と
い
う
。
ま
た
祭
典
後
、
祭
壇
の
周
囲
に
置
か
れ
た
糸
杉
（
死
の
象
徴
）
が
市
民
に
配
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
ミ
ラ

ボ
ー
の
哀
悼
式
典
は
、
祭
典
行
列
と
ミ
サ
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
革
命
の
英
雄
を
旧
制
度
下
の
祭
典
の
枠
組
み
で
祝
う
と
い
う
形
式
が
見
ら

れ
る
。

　
祭
典
後
も
ク
ラ
ブ
は
ミ
ラ
ボ
↓
碧
潭
の
拡
大
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
祭
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
会
議
に
お
い
て
は
、
ミ
ラ
ボ
ー
像
を
議
場

内
に
設
置
し
、
ま
た
祭
典
の
模
様
を
パ
リ
に
通
知
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
ほ
か
、
翌
八
日
置
市
議
会
に
新
し
い
通
り
の
名
称
を
「
ミ
ラ
ボ
ー
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

り
」
と
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
さ
ら
に
は
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
様
々
な
職
種
の
市
民
が
ミ
ラ
ボ
ー
を
偲
ぶ
ミ
サ
を
行
っ
た
の
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
れ
ら
に
対
し
ク
ラ
ブ
は
、
議
場
を
飾
っ
て
い
た
国
王
の
胸
像
を
貸
し
出
す
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
る
。

　
ク
ラ
ブ
は
こ
の
他
に
も
祭
典
組
織
に
関
す
る
議
論
を
行
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
九
～
年
二
月
四
日
、
聖
体
降
福
式
と
新
国
旗
掲
揚
式
典
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

速
や
か
に
行
う
こ
と
を
市
議
会
に
要
求
し
て
い
る
し
（
四
月
一
日
に
実
施
）
、
三
月
二
二
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
は
、
ル
イ
一
六
世
の
病
気
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

癒
を
祝
賀
す
る
た
め
の
「
テ
・
デ
ウ
ム
」
斉
唱
式
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
間
接
的
な
働
き
か
け
に
す
ぎ
ず
、

実
際
の
祭
典
行
列
や
セ
レ
モ
ニ
ー
に
ク
ラ
ブ
は
参
加
し
て
い
な
い
。
「
テ
・
デ
ウ
ム
」
斉
唱
式
に
し
て
も
、
一
度
は
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
開
催
が

決
議
さ
れ
な
が
ら
、
市
議
会
が
開
催
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
そ
の
決
議
を
却
下
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
夜
、
議
場
を
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
る
と
い
う
、
ま
た
も
間
接
的
な
参
加
で
満
足
し
て
い
る
。
一
方
、
立
憲
司
教
シ
ャ
リ
エ
・
ド
聾
ラ
・
ロ
ッ
シ
ュ
の
歓
迎
祭
典

（
四
月
一
三
日
）
が
開
か
れ
た
と
き
に
は
、
メ
ン
バ
ー
も
多
数
参
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
新
司
教
は
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
強
く
推
薦
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
人
物
で
あ
り
、
祭
典
前
日
、
議
長
が
メ
ン
バ
ー
に
、
祭
典
の
最
後
を
飾
る
ミ
サ
へ
の
出
席
を
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
議
長
は
祭
典
当
日
、

自
治
体
代
表
と
と
も
に
新
司
教
に
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
歓
迎
の
意
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
祭
典
に
お
い
て
ク
ラ
ブ
が
何
ら
か
の
役
目
を
果
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⑮

た
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
ク
ラ
ブ
は
ミ
ラ
ボ
ー
の
哀
悼
式
典
を
組
織
し
た
も
の
の
、
そ
れ
は
例
外
に
属
す
こ
と
だ
っ
た
。
市
内
の
女
性
た
ち
が
行
う
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

サ
へ
の
出
席
を
要
請
さ
れ
、
出
向
く
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
九
〇
年
か
ら
九
一
年
九
月
ま
で
市
内
で
行
わ
れ
た
＝
二
の
革
命
祭
典
の
う
ち
、
ク

ラ
ブ
が
参
加
し
た
の
は
、
ミ
ラ
ボ
ー
の
哀
悼
式
典
の
み
な
の
で
あ
る
。
九
一
年
九
月
｝
五
日
に
は
、
国
王
の
憲
法
認
可
を
祝
賀
す
る
祭
典
が
開

催
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
も
ク
ラ
ブ
は
（
正
式
名
称
は
「
憲
法
友
の
会
」
だ
が
）
参
加
し
て
い
な
い
。
オ
ル
シ
ョ
ル
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
夜
に
な
り

市
民
が
華
や
か
な
服
を
着
て
祝
杯
を
あ
げ
て
い
る
と
き
に
、
ク
ラ
ブ
の
あ
る
建
物
（
旧
カ
ル
ム
修
道
院
）
が
ひ
と
き
わ
美
し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ン
で
飾
ら
れ
、
歓
喜
に
彩
り
を
添
え
て
い
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
ク
ラ
ブ
の
祭
典
へ
の
不
参
加
は
、
ク
ラ
ブ
の
存
在
や
重
要
性
が
市
民
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
市
議
会
へ
の
影
響
力
も

小
さ
い
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
前
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
市
議
会
に
お
い
て
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

数
派
で
あ
っ
た
り
、
党
派
分
裂
を
起
こ
し
た
り
し
て
お
り
、
市
政
を
左
右
す
る
力
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
だ
祭
典
の
主
役
は
、
聖
職
者
、

行
政
・
司
法
機
関
そ
し
て
宝
玉
衛
兵
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
末
に
生
ま
れ
た
市
民
の
自
由
な
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
よ
り
も
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
民

兵
が
優
先
さ
れ
て
お
り
、
政
治
文
化
の
領
域
で
も
ま
だ
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
は
根
強
く
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
ク
ラ
ブ
は
決
し
て
こ
の
状
況
に
満
足
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
九
一
年
憲
法
成
立
を
祝
う
市
民
祭
典
当
日
（
九
月
二
五
日
）

の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。
午
後
、
祭
典
に
参
加
を
許
さ
れ
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
通
り
に
二
体
の
人
形
が
持
っ
て
き
た
。
一
体
は

モ
！
リ
大
修
道
院
長
を
、
も
う
一
体
は
、
布
内
の
オ
i
“
ド
u
ロ
ベ
ッ
ク
通
り
に
住
む
染
色
業
者
ブ
リ
ュ
マ
ン
氏
と
い
う
、
当
時
ア
リ
ス
ト
ク

ラ
ー
ト
と
目
さ
れ
て
い
た
人
物
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
形
に
対
し
、
下
層
民
の
子
供
た
ち
が
中
傷
を
加
え
て
あ
た
り
を
走

　
　
　
　
　
　
⑲

り
回
っ
た
と
い
う
。
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
や
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
に
お
け
る
民
衆
慣
行
を
思
わ
せ
る
こ
の
行
為
は
、
多
分
に
政
治
性
を
帯
び
て
お
り
、
官

製
の
祭
典
に
対
し
て
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
不
満
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
、
端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。
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②
9
p
誌
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（
＄
y
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§
§
恥
譜
禦
§
蓉
翫
§
ミ
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も
も
．
卜
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甲
ω
ρ
ω
避

③
連
盟
祭
は
じ
め
市
民
の
連
盟
運
動
と
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
革
命
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支
え
た
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
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一
五
七
－
一
六
三
頁
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④
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羅
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ご
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．
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⑨
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悼
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に
つ
い
て
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、
0
冨
「
縣
。
ロ
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Φ
α
．
）
－
b
騨
§
年
譜
鵠
§

　
謹
§
ミ
駐
’
署
9
嚢
ム
ゆ

⑩
℃
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§
§
謁
§
紅
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℃
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畠
ム
心
．

⑪
尊
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⑫
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．
ω
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．

⑬
導
ミ
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で
淑
ρ
ク
ラ
ブ
は
＝
二
〇
リ
ー
ブ
ル
を
供
出
す
る
こ
と
を
決
定
。

⑭
§
駄
も
．
お
．

⑮
き
ミ
謹
N
蹴
類
、
9
丸
黄
磁
帥
乱
凹
し
お
ピ
祭
典
の
様
子
は
、
O
訂
凱
。
詳
（
㈲
画
．
ソ

　
∪
§
§
防
譜
§
防
ミ
識
§
ミ
舞
℃
や
臨
出
ρ

⑯
五
月
二
九
日
、
「
ル
ー
ア
ン
の
愛
国
的
婦
人
」
一
五
〇
〇
－
一
八
○
○
名
が
大

　
聖
堂
に
お
い
て
ミ
サ
を
挙
げ
る
が
、
ク
ラ
ブ
は
、
自
治
体
と
と
も
に
参
加
し
て
い

　
る
。
田
ひ
げ
Φ
鼻
・
．
国
艮
諾
娼
。
揮
5
器
卑
欝
ロ
。
。
o
窪
詠
ま
Φ
．
．
も
．
悼
O
．
ま
た
六
－
八
月

　
に
か
け
て
ミ
サ
出
席
を
要
請
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
㌔
『
暴
§
嵩
§
譜
指

　
署
恩
。
。
ふ
O
．

⑰
き
§
ミ
ミ
§
蓉
。
ミ
ー
δ
ω
①
冥
Φ
ヨ
ぴ
「
ρ
ミ
⑩
ピ

⑱
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
ル
ー
ア
ン
の
民
衆
協
会
」
第
一
章
参
照
。

⑲
き
§
ぎ
ミ
§
慈
。
ミ
b
O
器
冥
Φ
ヨ
ぴ
「
ρ
ミ
リ
リ

第
二
章
　
ク
ラ
ブ
に
よ
る
政
治
文
化
の
闘
争
（
【
七
九
二
年
）

第
一
節
　
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
自
由
の
木

　
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
九
二
年
は
薪
し
い
市
民
的
象
徴
が
祭
典
に
現
れ
、
民
主
化
が
始
ま
る
時
期
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
時
期
の

ル
ー
ア
ン
の
祭
典
へ
の
、
ク
ラ
ブ
の
関
与
を
申
心
に
検
討
す
る
。

　
と
は
い
え
九
二
年
に
お
い
て
も
、
ク
ラ
ブ
の
祭
典
へ
の
参
加
は
相
変
わ
ら
ず
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ク
ラ
ブ
に
よ
る
祭
典
の
開
催
請

願
が
、
九
二
年
に
は
一
例
も
な
い
こ
と
、
ま
た
祭
典
に
団
体
と
し
て
参
加
し
た
例
も
稀
（
一
例
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
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え
革
命
祭
典
に
対
す
る
ク
ラ
ブ
の
態
度
は
、
九
一
年
ま
で
と
比
し
て
　
見
、
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
ク
ラ
ブ
は
二
つ
の
行
動
に
よ
っ
て
、

公
式
の
祭
典
に
抵
抗
・
介
入
す
る
意
思
を
示
し
は
じ
め
た
。
そ
れ
が
自
由
の
木
植
樹
お
よ
び
ク
ラ
ブ
内
祭
典
の
組
織
で
あ
る
。

　
中
世
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
春
に
な
る
と
、
民
衆
は
豊
穣
な
ど
を
祈
り
、
木
（
「
五
月
」
と
呼
ば
れ
る
）
を
植
樹
す
る
慣
行
が
あ
っ
た
。
こ
の

慣
行
に
、
革
命
期
に
生
ま
れ
た
新
生
の
希
望
が
重
ね
合
わ
さ
れ
、
「
自
由
の
木
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
シ
ン
ボ
ル
は
九
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
な
っ
て
全
国
に
普
及
し
、
六
万
本
が
植
え
ら
れ
た
と
い
う
が
、
オ
ル
シ
ョ
ル
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
ア
ン
に
自
由
の
本
が
は
じ
め
て
現
れ

た
の
は
、
六
月
二
　
日
の
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
裁
判
所
（
旧
高
等
法
院
）
の
中
庭
に
た
て
ら
れ
た
大
き
な
も
み
の
木
で
あ
っ
て
、
そ
れ

に
は
三
種
類
の
字
句
を
書
い
た
も
の
が
結
わ
れ
て
い
た
。
枝
葉
は
三
色
の
リ
ボ
ン
で
飾
ら
れ
て
い
た
ほ
か
、
木
の
頂
に
は
三
色
徽
章
が
付
け
ら

れ
た
赤
い
ボ
ン
ネ
ッ
ト
帽
が
被
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
数
日
の
う
ち
に
同
様
の
木
が
市
内
の
広
場
、
フ
ォ
ブ
ー
ル
、
兵
舎
な
ど
に
次
々
と
植

　
　
　
　
　
　
②

え
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
自
由
の
木
は
何
の
象
徴
で
あ
ろ
う
か
。
最
初
に
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
の
は
裁
判
所
の
中
庭
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と

き
市
議
会
が
こ
の
建
物
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
植
樹
は
穏
健
派
市
議
会
の
政
策
に
不
満
を
も
つ
者
の
示
威
行
為
で
あ

ろ
う
。
ま
た
六
月
二
〇
日
、
パ
リ
の
民
衆
が
議
会
つ
い
で
王
宮
に
侵
入
し
、
国
王
に
罵
声
を
浴
び
せ
る
事
件
が
起
き
て
い
る
が
、
ル
ー
ア
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

穏
健
派
市
民
は
、
こ
れ
を
非
難
す
る
建
白
書
を
起
草
し
、
署
名
を
集
め
て
ゆ
く
。
一
方
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
に
市
内
で
植
樹
が
す
す
め
ら

れ
て
ゆ
く
こ
と
か
ら
、
木
は
革
命
推
進
、
攻
撃
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
不
満
を
も
つ
者
と
は
誰
な
の
か
。

注
意
す
べ
き
は
、
最
初
の
自
由
の
木
に
被
せ
ら
れ
て
い
た
ボ
ン
ネ
ッ
ト
帽
で
あ
る
。
こ
の
帽
子
が
そ
れ
ま
で
ル
ー
ア
ン
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の

は
一
度
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
九
〇
年
六
月
の
連
盟
祭
の
夜
、
ク
ラ
ブ
に
置
か
れ
た
あ
の
装
飾
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
一
連
の
植
樹
は
、
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ラ
ブ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
ク
ラ
ブ
は
こ
の
革
命
の
シ
ン
ボ
ル
の
普
及
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
§
ミ
§
N
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

肉
ミ
§
（
九
二
年
六
月
二
六
日
）
に
は
、
自
由
の
木
植
樹
の
た
め
の
寄
付
金
を
募
る
ク
ラ
ブ
の
次
の
よ
う
な
訴
え
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
全
て
の
自
由
の
友
へ
の
意
見

　
　
　
い
た
る
と
こ
ろ
で
フ
ラ
ン
ス
人
は
自
由
の
木
を
植
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
我
ら
が
同
胞
も
、
一
刻
も
早
く
そ
れ
が
市
内
に
現
れ
る
の
を
見
た
い
と
望
ん
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ルーアンにおける革命祭典とジャコバン・クラブ（～七九〇年一九三年）（竹申）

　
　
で
い
る
で
あ
ろ
う
。
〔
中
略
〕
す
な
わ
ち
、
我
ら
が
象
徴
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
の
自
由
の
木
が
、
全
て
の
人
の
財
産
と
な
ら
ん
こ
と
を
。
ド
ゥ
ニ
エ
貨

　
　
　
〔
一
二
分
の
一
ス
ー
〕
を
差
し
出
す
寡
婦
か
ら
、
金
貨
を
提
供
す
る
富
裕
な
御
仁
ま
で
が
、
自
発
的
に
、
飾
ら
れ
る
べ
き
祭
典
の
高
貴
さ
と
厳
粛
さ
の
た

　
　
め
の
費
用
を
寄
付
し
て
く
れ
ん
こ
と
を
。
憲
法
の
友
は
自
由
の
木
が
七
月
一
四
日
頃
植
樹
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。
彼
ら
は
そ
の
同
胞
に
伝
え
る
。
こ
の
市

　
　
民
祭
典
の
費
用
を
出
そ
う
と
い
う
市
民
は
オ
モ
ン
通
り
　
二
三
番
地
に
お
い
て
そ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
。
〔
後
略
〕

そ
し
て
七
月
一
四
日
、
連
盟
祭
記
念
祭
（
於
シ
ャ
ン
・
ド
・
マ
ル
ス
）
に
お
い
て
、
こ
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
自
由
の
木
が
祭
壇
に
植

樹
さ
れ
た
。
や
は
り
こ
の
木
に
も
、
赤
い
ボ
ン
ネ
ッ
ト
帽
が
被
せ
ら
れ
、
枝
葉
に
三
色
徽
章
と
リ
ボ
ン
と
が
結
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
国
民
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
法
」
「
国
王
」
「
統
一
お
よ
び
友
愛
」
と
刻
ま
れ
た
、
四
つ
の
メ
ダ
ル
も
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
祭
典
以
後
、
自
由
の
木
は
、
ル
ー
ア

ン
の
革
命
祭
典
に
欠
か
せ
な
い
必
須
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　
ま
た
七
月
一
八
日
、
市
議
会
が
シ
ャ
ン
・
ド
・
マ
ル
ス
の
自
由
の
木
を
、
裁
判
所
中
庭
に
植
え
替
え
る
た
め
掘
り
起
こ
そ
う
と
し
た
時
、
ク

ラ
ブ
の
有
力
メ
ン
バ
ー
の
一
人
ガ
マ
ー
ル
に
率
い
ら
れ
た
市
民
が
こ
れ
に
抗
議
す
る
と
い
う
騒
動
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
は
国
民
衛
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

が
出
動
し
、
結
局
、
木
は
そ
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
は
ク
ラ
ブ
が
自
ら
寄
付
し
植
樹
さ
せ
た
木
を
、
行
政
の
管
理

下
に
は
容
易
に
お
か
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
八
月
一
八
日
、
ク
ラ
ブ
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
議
会
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

自
由
の
木
に
飾
ら
れ
た
メ
ダ
ル
の
字
句
（
「
国
王
」
）
の
変
更
を
要
求
し
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
の
自
由
の
木
に
対
す
る
関
心
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
九
二
年
、
ク
ラ
ブ
は
自
由
の
木
を
革
命
の
、
ま
た
愛
国
派
た
る
自
ら
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
布
民
の
あ
い
だ
に
普
及
さ
せ
る

こ
と
に
努
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
観
念
上
の
結
び
つ
き
は
、
反
革
命
勢
力
の
あ
い
だ
に
も
定
着
し
て
い
っ
た
。
時
期
は
や
や
下
る

が
、
九
三
年
一
月
掛
起
き
た
王
党
派
に
よ
る
国
王
助
命
嘆
願
デ
モ
（
デ
モ
が
お
き
た
広
場
の
名
を
と
り
ル
ー
ジ
ュ
マ
ー
ル
事
件
と
呼
ば
れ
る
）

の
さ
い
に
は
、
こ
れ
に
抗
議
す
る
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
三
部
に
暴
行
が
加
え
ら
れ
た
後
、
広
場
に
あ
っ
た
自
由
の
木
が
放
火
さ
れ
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ
に
対
し
事
件
翌
日
に
は
、
市
民
に
よ
っ
て
自
発
的
に
植
樹
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
日
に
も
再
植
樹
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二
月
二
〇
日
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⑩

に
は
市
議
会
で
、
市
内
に
お
け
る
自
由
の
木
の
再
植
樹
が
検
討
さ
れ
た
が
、
こ
の
植
樹
に
も
ク
ラ
ブ
は
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

翠
＝
臼
に
は
、
ク
ラ
ブ
の
有
力
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ネ
ウ
ル
が
植
樹
用
の
ポ
プ
ラ
を
寄
付
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
植
樹
に
か
ん
す
る
委
員
と

し
て
任
命
さ
れ
た
の
は
、
ネ
ウ
ル
、
ギ
ュ
イ
エ
、
カ
レ
、
ロ
ベ
ー
ル
、
イ
ヴ
ル
ネ
と
い
う
五
名
の
市
会
議
員
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ク
ラ
ブ
の

　
　
　
　
　
　
　
⑫

中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
指
揮
の
も
と
、
自
由
の
木
植
樹
は
、
義
勇
兵
召
集
の
式
典
と
同
時
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
月
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

○
日
、
認
許
祭
典
と
し
て
大
々
的
に
祝
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
植
樹
さ
れ
た
木
の
一
本
は
、
大
聖
堂
前
広
場
に
植
え
ら
れ
た
。

　
ま
た
六
月
に
は
、
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ム
反
乱
勃
発
に
さ
い
し
ジ
ロ
ン
ド
、
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ど
ち
ら
の
陣
営
に
与
す
る
か
、
市
議
会
や
ク
ラ
ブ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

お
い
て
激
し
い
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
七
日
深
夜
に
は
、
大
聖
堂
前
広
場
に
あ
る
自
由
の
木
が
サ
ー
ベ
ル
で
斬
り
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が

　
　
　
　
⑮

起
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
木
を
植
え
た
ク
ラ
ブ
勢
力
匪
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
に
対
す
る
保
守
派
の
圧
力
に
他
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
九
二
年
、
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
は
公
式
の
祭
典
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
自
由
の
木
と
い
う
薪
し
い

革
命
の
シ
ン
ボ
ル
を
普
及
さ
せ
て
、
そ
の
保
護
者
・
愛
国
派
と
し
て
の
自
ら
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、
政
治
文
化
面
で
の
意
思
表
明
を
始
め

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ク
ラ
ブ
は
、
よ
り
直
接
的
に
、
公
式
の
祭
典
に
対
抗
す
る
意
思
を
示
し
て
ゆ
く
。
そ
の
様
子
を
次
節
で
検
討
し
よ
う
。

第
二
節
　
囲
つ
の
ク
ラ
ブ
内
「
革
命
祭
典
」

　
本
節
で
は
、
自
由
の
木
植
樹
と
並
ん
で
、
九
二
年
に
ク
ラ
ブ
が
展
開
し
た
政
治
文
化
の
闘
争
、
市
民
祭
典
の
組
織
を
検
討
し
よ
う
。
と
は
い

え
、
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
ク
ラ
ブ
は
九
二
年
、
公
式
の
革
命
祭
典
に
参
加
す
ら
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
扱
う
市
民
祭
典
と
は
、
ク
ラ
ブ
の

議
場
内
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
、
ク
ラ
ブ
は
「
旗
の
祭
典
」
「
シ
モ
ノ
ー
の
哀
悼
式
典
」
「
八
月
一
〇
日
の
革
命
に
お
け
る
犠
牲
者

の
哀
悼
式
典
」
「
ボ
ー
ル
ペ
ー
ル
の
哀
悼
式
典
」
と
い
う
四
つ
の
祭
典
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
種
の
祭
典
開
催
は
、
公
式
の
祭
典
を
主
宰
す
る

市
議
会
等
と
の
あ
い
だ
に
少
な
か
ら
ず
緊
張
を
生
ん
だ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
一
体
ど
の
よ
う
な
祭
典
が
企
画
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
順
を

お
っ
て
検
討
し
よ
う
。
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旗
の
祭
典
は
、
九
二
年
　
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
。
祭
典
の
目
的
は
植
民
地
サ
ン
・
ド
マ
ン
グ
で
の
反
乱
鎮
圧
に
英
米
両
国
が
協
力
し
て

く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
「
自
由
の
兄
弟
」
た
る
両
国
と
の
友
愛
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
祭
典
当
日
、
英
米
仏
の
国
旗
が

一
束
に
し
て
会
議
場
の
天
井
か
ら
吊
る
さ
れ
、
ル
ー
ア
ン
在
住
の
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
人
が
招
か
れ
て
い
る
。
祭
典
の
中
心
は
ク
ラ
ブ
の
議

長
、
女
性
市
民
、
三
人
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
国
畏
衛
兵
士
官
に
よ
る
演
説
で
あ
り
、
こ
れ
ら
演
説
の
合
間
に
革
命
歌
「
サ
・
イ
ラ
」
の
合
唱

や
三
色
リ
ボ
ン
、
三
色
徽
章
、
旗
の
贈
呈
が
行
わ
れ
る
。
祭
り
は
「
サ
・
イ
ラ
」
が
歌
わ
れ
る
ほ
か
は
轟
然
と
進
行
し
、
特
に
目
新
し
い
点
は

な
い
。
演
説
も
三
国
を
賞
揚
す
る
か
、
兵
士
た
ち
に
規
律
を
説
く
内
容
に
終
始
し
て
い
る
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
祭
典
に
市
議
会
の

メ
ン
バ
ー
が
招
待
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
祭
典
開
催
が
決
め
ら
れ
た
一
月
　
○
日
、
祭
典
に
市
議
会
メ
ン
バ
ー
を
招
待
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
は
動
議
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
こ
の
提
案
を
否
決
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ブ
は
市
議
会

の
影
響
を
排
し
た
、
独
自
の
祭
典
組
織
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
行
わ
れ
た
の
は
、
シ
モ
ノ
ー
の
哀
悼
式
典
（
三
月
二
九
日
）
で
あ
る
。
彼
は
エ
タ
ン
プ
の
元
市
長
で
、
三
月
三
日
置
穀
物
の
価
格
統
制

を
求
め
る
農
民
の
要
求
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、
殺
害
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
パ
リ
の
保
守
派
は
、
彼
を
「
法
の
擁
護
者
」
と
し
て
祭
典

を
行
う
の
だ
が
（
六
月
）
、
ル
ー
ア
ン
で
は
こ
れ
よ
り
も
先
に
、
ク
ラ
ブ
が
独
自
に
祭
典
を
開
催
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
祭
り
に
お
い
て
は
、

ミ
ラ
ボ
ー
の
哀
悼
式
典
の
よ
う
に
、
シ
モ
ノ
ー
を
称
え
る
演
説
が
議
長
と
メ
ン
バ
ー
一
名
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
葬
送
曲
が
奏
で
ら
れ
る
。
議
場

内
に
お
か
れ
た
円
柱
に
は
花
が
手
向
け
ら
れ
、
議
会
の
デ
ク
レ
が
装
飾
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
頂
に
は
糸
杉
の
枝
と
月
桂
樹
の
冠
（
栄
光
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

象
徴
）
が
飾
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
価
格
統
制
に
反
対
し
て
命
を
落
と
し
た
シ
モ
ノ
ー
を
、
「
法
の
擁
護
者
」
と
し
て
賞
揚
す
る
姿
勢
は
、
ク

ラ
ブ
に
お
け
る
主
流
派
が
ま
だ
ジ
ロ
ン
ド
派
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
祭
典
の
シ
ン
ボ
ル
や
進
行
に
か
ん
し
て
、
ク
ラ
ブ
の

独
自
性
は
特
に
見
ら
れ
な
い
。

　
八
月
一
〇
日
の
革
命
の
犠
牲
者
を
悼
む
式
典
（
八
月
二
　
一
毛
）
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
祭
典
装
飾
に
は
、
柏
（
英
雄
の
象
徴
）
と
糸
杉
で
飾
ら
れ

た
冠
が
現
れ
、
記
念
碑
に
は
花
が
手
向
け
ら
れ
る
。
音
楽
は
葬
送
曲
で
あ
り
、
演
説
（
議
長
、
書
記
、
メ
ン
バ
ー
…
名
）
も
犠
牲
者
を
悼
み
賛
美
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す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
は
ミ
ラ
ボ
ー
や
シ
モ
ノ
ー
の
哀
悼
式
典
と
変
わ
り
な
い
。
し
か
し
一
方
で
こ
の
祭
典
に
は
、
こ
れ
ま
で
に

見
ら
れ
な
か
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、
議
場
内
に
は
死
者
の
記
念
碑
が
置
か
れ
、
そ
の
前
で
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
、
つ
い
で
一
般
市
民
に

よ
る
市
民
宣
誓
が
行
わ
れ
て
い
る
。
祭
典
に
お
け
る
一
般
市
民
に
よ
る
宣
誓
は
、
九
〇
年
七
月
の
連
盟
祭
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

祭
典
の
畢
王
化
を
う
か
が
わ
為
・
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
が
・
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
の
霧
で
あ
る
・
饗
ば
そ
れ
は
「
槍
」
で
あ
朕
ま
た

そ
の
先
に
被
せ
ら
れ
た
ボ
ン
ネ
ッ
ト
帽
で
あ
る
。
こ
れ
が
ク
ラ
ブ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
九
〇
年
か
ら
見
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
軍
隊

が
携
行
す
る
武
器
と
し
て
で
な
く
、
装
飾
と
し
て
の
「
槍
」
が
祭
典
に
現
れ
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
、
帽
子
も
九
二
年
七
月
の
連
盟
祭
記
念
祭

に
つ
づ
い
て
二
度
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
以
後
、
市
内
に
定
着
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
自
由
の
木

と
同
様
、
ク
ラ
ブ
が
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
の
導
入
と
定
着
と
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　
四
つ
目
の
祭
典
は
、
ボ
ー
ル
ペ
ー
ル
の
哀
悼
式
典
（
一
〇
月
　
六
日
）
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
ペ
ー
ル
と
は
、
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
戦
闘
の
司
令
嘗
で

あ
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、
降
伏
を
固
辞
し
て
数
日
後
、
命
を
落
と
し
て
い
る
。
そ
の
死
因
が
判
然
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
国
内
で
は
反
革
命
的

陰
謀
ゆ
え
の
落
命
と
考
え
ら
れ
、
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
は
哀
悼
式
典
開
催
を
決
議
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
祭
典
で
も
追
悼
演
説
が
な
さ
れ
、
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

柱
、
槍
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
帽
と
い
っ
た
シ
ン
ボ
ル
が
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
愛
国
歌
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
イ
ズ
」
の
導
入
で
あ

る
。
数
日
前
（
一
〇
月
｝
○
日
）
の
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
議
長
に
促
さ
れ
た
音
楽
家
ル
ク
ト
ル
が
こ
の
愛
国
歌
を
歌
い
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
メ
ン

バ
ー
全
員
が
合
唱
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
ル
ー
ア
ン
で
最
初
に
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
イ
ズ
」
が
歌
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
日
以
後
、
ク
ラ
ブ
の
ほ
と
ん
ど
の
会
議
で
こ
の
歌
か
、
別
の
愛
国
歌
が
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ル
ー
ア
ン
の
公
式
の
革
命
祭
典
に
お
い
て
歌
わ
れ
る
の
は
「
サ
ヴ
ォ
ワ
の
人
々
を
称
え
る
祭
典
」
（
一
〇
月
二
四
日
）
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
ク

ラ
ブ
は
公
式
の
祭
典
に
先
駆
け
、
薪
し
い
政
治
文
化
を
採
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
九
二
年
の
間
に
ク
ラ
ブ
で
は
四
つ
の
祭
典
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
公
式
の
祭
典
と
や
や
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
い

る
。
旗
の
祭
典
で
は
市
議
会
が
排
除
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
八
月
一
〇
日
の
犠
牲
者
を
悼
む
式
典
で
は
、
一
般
市
民
に
よ
る
「
宣
誓
」
が
復
活
し
、
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市
内
で
は
　
般
化
し
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
（
槍
・
ボ
ン
ネ
ッ
ト
帽
）
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ボ
ー
ル
ペ
ー
ル
の
哀
悼
式
典
で
は
、

「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」
が
公
式
の
革
命
祭
典
に
先
駆
け
て
歌
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
四
つ
の
祭
典
の
う
ち
三
つ
ま
で
が
モ
チ
ー
フ
を
革

命
の
殉
教
者
に
求
め
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
九
三
年
夏
以
後
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
、
革
命
の
殉
教
者
崇
拝
1
1
革
命
礼
拝
の
萌
芽
も

す
で
に
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ク
ラ
ブ
は
九
二
年
、
公
式
の
革
命
祭
典
に
は
参
加
せ
ず
と
も
、
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
の
導
入
や
自
前
の
市
民
祭
典
を
通
じ
、
政
治

文
化
の
分
野
で
も
、
市
政
を
支
配
す
る
穏
健
派
に
闘
争
を
挑
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
九
二
年
＝
一
月
の
市
議
会
選
挙
で
、
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
は
市
議
会
の
三
分
の
二
を
占
め
㎏
・
影
響
力
を
拡
大
し
た
ク
ラ
ブ
は
・
三
月
に
行
わ
れ
た
華
バ
ル
バ
ラ
を
護
る
祭
典
」
以
後

祭
典
行
列
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
祭
典
で
は
大
聖
堂
で
ミ
サ
が
行
わ
れ
る
一
方
で
、
「
カ
ル
マ
ニ
ョ
ー
ル
」
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ズ
」
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
革
命
祭
典
は
過
渡
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
の
だ
が
、
公
式
の
革
命
祭
典
の
舞
台
に
上
が
っ
て
き
た
ク
ラ
ブ
は
、
以

後
ど
の
よ
う
に
影
響
力
を
拡
大
し
て
ゆ
く
の
か
。
九
三
年
の
様
子
を
次
章
で
検
討
し
よ
う
。
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よ
る
組
織
だ
っ
た
。
隊
φ
弓
巴
郭
§
鳴
藁
§
泣
面
ミ
し
・
も
唱
．
b
⊃
卜
⊃
甲
器
野

⑤
§
匿
§
N
ミ
沁
ミ
§
b
①
冒
白
露
㊤
鱒
・

⑥
℃
『
§
魯
昌
§
譜
給
悪
鳥
㌣
刈
餅

⑦
き
隅
§
貸
ミ
§
謹
ミ
黄
ミ
㎞
轡
型
Φ
F
ミ
8
・

⑧
℃
蔑
§
§
醤
§
鼠
舞
や
。
。
ド
八
月
二
八
日
の
市
議
会
に
お
い
て
、
字
句
を

　
「
自
由
・
平
等
扁
に
変
更
す
る
こ
と
を
決
定
。
九
月
一
〇
日
に
実
施
さ
れ
た
。

　
学
窓
▼
怨
ユ
Φ
《
○
。
り
①
O
よ
野
（
九
〇
年
八
月
二
八
日
）

⑨
ル
ー
ジ
ュ
マ
ー
ル
事
件
に
つ
い
て
は
、
鼠
器
m
巨
P
恥
ミ
智
ミ
ミ
ミ
帆
§
曹
苧

　
魔
驚
暑
．
窓
O
－
竃
α
．
再
植
樹
な
ど
一
連
の
議
論
は
、
》
蕗
甲
ω
窪
①
く
ρ

　
潔
緊
b
。
濠
曽
b
。
O
叩
卜
。
α
①
．
（
解
由
一
年
　
月
＝
一
日
置
よ
び
二
〇
日
）

⑩
出
葵
－
怨
濠
畷
G
。
る
⑩
も
。
山
緯
．
（
九
三
年
二
月
二
〇
日
）

⑪
出
撃
曽
。
。
巴
Φ
団
ω
－
卜
。
逡
山
霧
．
（
九
三
年
二
月
二
　
日
）

⑫
轟
§
り
ω
巴
①
網
《
孚
。
。
蕊
山
。
．
（
九
三
年
三
月
五
日
お
よ
び
八
日
）

⑬
祭
典
の
様
子
は
O
冨
凱
8
（
伽
飢
9
y
b
§
織
誠
譜
§
吻
昌
ミ
§
ミ
舞
署
・
ざ
馬
卜

⑭
ク
ラ
ブ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
商
稿
暁
生
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
ル
ア
ン
民
衆
協

　
会
の
行
動
原
理
1
…
地
方
に
お
け
る
革
命
政
治
の
実
態
」
『
　
橋
論
叢
』
＝
二
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－
二
、
一
九
九
九
年
二
月
、
三
五
五
－
三
六
〇
頁
。

⑮
　
き
袋
ヨ
ミ
糺
き
ま
ぎ
ミ
ー
一
〇
旨
ロ
腸
－
一
曵
O
ω
’
の
欄
に
記
載
。

⑯
「
旗
の
祭
典
」
に
関
す
る
議
論
、
祭
典
の
進
行
記
録
は
、
℃
『
翁
§
謡
§
譜

　
鶏
署
・
q
q
ふ
刈
．
マ
ゾ
リ
ッ
ク
は
こ
の
祭
典
に
つ
い
て
、
ジ
ロ
ン
ド
派
を
中
心
と

　
す
る
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
植
民
地
情
勢
の
沈
静
化
、
対
大
陸
諸
国
と
の
戦
争

　
の
勝
利
の
た
め
、
英
米
の
中
立
を
引
き
出
す
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
ζ
器
磐
臥
p
向
ミ
門
守
阻
塞
貯
職
§
智
ぶ
蝕
黎
署
．
一
①
㎝
山
刈
一
．

⑰
シ
モ
ノ
ー
の
哀
悼
式
典
に
つ
い
て
は
、
℃
『
懸
竃
魯
嵩
§
受
給
署
．
①
⑩
為
ゲ

⑱
八
月
一
〇
日
の
犠
牲
者
の
哀
悼
式
典
に
つ
い
て
は
、
融
ミ
も
や
。
。
b
。
－
c
。
8
ま
た

　
潤
窪
①
3
、
．
国
艮
門
①
で
。
｝
一
幅
ρ
g
①
野
老
雪
ω
8
旨
き
8
1
．
も
．
難
－
①
一
．

⑲
ボ
ー
ル
ペ
ー
ル
の
哀
悼
式
典
に
つ
い
て
は
、
℃
『
誉
恥
怒
§
§
辱
掬
冨
．
O
♪

　
り
刈
．

⑳
§
罫
唱
」
一
蓋
。
P

⑳
O
ぎ
乱
8
（
巴
．
γ
b
辞
貸
謹
中
豊
馬
跨
嵩
ミ
§
§
勲
隠
■
①
㎝
よ
↓
．

⑫
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
ル
ー
ア
ン
の
民
衆
協
会
」
＝
マ
＝
二
頁
。

⑬
○
ぎ
a
。
口
（
痒
y
b
§
鳥
蕊
魯
濤
琳
題
謹
翫
§
§
当
芸
．
①
￥
①
c
。
．
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第
三
章
　
ク
ラ
ブ
に
よ
る
革
命
的
文
化
変
容
（
一
七
九
三
年
）

第
一
節
　
革
命
祭
典
へ
の
参
加
と
祭
興
組
織

　
一
七
九
三
年
は
革
命
祭
典
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
転
機
の
年
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
祭
典
参
加
者
が
民
主
化
し
、
火
刑
や

仮
装
行
列
な
ど
の
民
衆
慣
行
の
要
素
が
復
活
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
非
キ
リ
ス
ト
教
化
も
こ
の
時
期
の
特
徴
の
一
つ
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

祭
典
・
政
治
文
化
の
変
化
に
か
ん
し
て
ク
ラ
ブ
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
祭
典
へ
の
参
加
と
い
う
点
で
は
、
九
三
年
に
ル
ー
ア
ン
で
開
催
さ
れ
た
七
つ
の
祭
典
の
う
ち
六
つ
に
ク
ラ
ブ
は
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち

五
つ
の
祭
典
で
祭
典
行
列
が
行
わ
れ
、
そ
の
全
て
に
ク
ラ
ブ
は
、
行
政
・
司
法
・
軍
事
の
諸
機
関
と
と
も
に
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
は

ク
ラ
ブ
の
勢
力
が
市
議
会
に
お
い
て
伸
張
し
た
こ
と
に
加
え
、
市
公
教
育
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
九
三
年
二

月
一
九
日
に
設
置
さ
れ
た
こ
の
委
員
会
は
、
常
設
で
は
な
く
祭
典
が
企
画
さ
れ
た
と
き
に
召
集
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
構
成
し
た
の
は
、
弁
護
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
ピ
ロ
ン
や
カ
レ
、
薬
剤
師
ア
ル
ヴ
ェ
ー
ル
、
役
者
の
ベ
ラ
ー
ル
と
い
っ
た
ク
ラ
ブ
の
モ
ン
タ
！
ニ
ュ
派
六
名
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
ら
の
委
員
以
外
の
者
が
祭
典
組
織
に
か
か
わ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
先
の
自
由
の
木
植
樹
祭
が
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
七
月
の
憲
法
承



ルーアンにおける革命祭典とジャコバン”クラブ（一七九〇年一九三年）（竹中）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

認
宣
言
祭
典
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
の
も
、
ピ
ロ
ン
と
、
や
は
り
ク
ラ
ブ
急
進
派
メ
ン
バ
ー
の
建
築
家
ラ
ミ
ー
ヌ
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

九
三
年
に
な
る
と
、
常
任
・
非
常
任
を
問
わ
ず
、
祭
典
組
織
委
員
を
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
急
進
派
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
ク
ラ
ブ
と
祭
典
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、
祭
典
の
開
催
請
願
が
あ
る
。
九
三
年
目
祭
典
の
な
か
に
は
、
ク
ラ
ブ
の
請
願
に
よ

り
組
織
さ
れ
た
も
の
が
三
例
（
ル
ペ
ル
テ
ィ
エ
の
哀
悼
式
典
、
ボ
ル
デ
イ
エ
と
ジ
ュ
ル
ダ
ン
の
記
憶
の
た
め
の
市
罠
祭
典
、
理
性
の
祭
典
）
あ
り
、
こ
れ

ら
に
は
ク
ラ
ブ
の
意
向
が
大
き
く
反
映
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
九
三
年
の
祭
典
は
、
ク
ラ
ブ
の
意
向
を
受
け
た
委
員
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
た
り
、
ク
ラ
ブ
自
身
の
請
願
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
ク
ラ
ブ
が
開
催
を
請
願
し
た
三
つ
の
祭
典
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

秋
に
行
わ
れ
た
二
例
を
検
討
し
、
祭
典
の
具
体
的
な
展
開
と
、
政
治
文
化
の
領
域
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
の
影
響
力
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
共
和
二
年
掛
リ
メ
ー
ル
三
日
（
九
三
年
～
一
月
；
二
日
）
の
「
ボ
ル
デ
ィ
エ
と
ジ
ュ
ル
ダ
ン
の
記
憶
の
た
め
の
市

民
祭
典
」
で
あ
る
。
ボ
ル
デ
ィ
エ
と
ジ
ュ
ル
ダ
ン
は
、
八
九
年
八
月
に
ル
ー
ア
ン
で
起
き
た
食
糧
蜂
起
の
首
謀
者
で
あ
る
。
彼
ら
の
処
遇
に
つ

い
て
は
パ
リ
か
ら
慎
重
を
期
す
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
恐
怖
に
駆
ら
れ
た
当
局
は
彼
ら
を
逮
捕
・
処
刑
し
て
し
ま
つ

⑤た
。
い
わ
ば
ボ
ル
デ
イ
エ
と
ジ
ュ
ル
ダ
ン
は
、
ル
ー
ア
ン
独
自
の
「
自
由
の
殉
教
者
」
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
彼
ら
の
「
復
権
」
を
は
か
り
、

顕
彰
す
る
祭
典
の
計
画
が
、
ブ
リ
メ
ー
ル
皿
日
（
二
月
二
皿
日
）
の
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
持
ち
上
が
り
、
組
…
織
委
員
と
し
て
リ
ビ
エ
（
共
和
国
劇

場
の
劇
場
主
兼
役
者
）
と
ロ
モ
ニ
エ
（
医
師
）
の
深
入
が
任
命
さ
れ
た
。
祭
典
の
準
備
は
彼
ら
と
市
議
会
の
あ
い
だ
で
協
力
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、
殉
教
園
主
名
の
胸
像
作
製
、
彼
ら
の
裁
判
記
録
調
査
、
ボ
ル
デ
ィ
エ
ら
を
裁
い
た
裁
判
官
の
祭
典
出
席
が
決

　
　
　
⑥

定
さ
れ
た
。

　
で
は
祭
典
の
様
子
を
検
討
し
よ
う
。
表
2
は
、
こ
の
祭
典
の
進
行
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
祭
典
は
、
正
午
、
祭
典
行
列
か
ら
始
ま
る
。

行
列
参
加
者
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
行
政
…
機
関
を
取
り
囲
む
女
優
た
ち
、
そ
し
て
セ
ク
シ
ョ
ン
代
表
に
扮
す
る
俳
優
た
ち
だ
ろ
う
。
こ

れ
は
り
ビ
エ
の
意
向
で
あ
ろ
う
が
、
ボ
ル
デ
ィ
エ
自
身
が
役
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
こ
の
祭
典
行
列
を
見
て
オ
ル
シ
ョ
ル
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
ま
る
で
仮
装
行
列
の
よ
う
だ
」
と
不
満
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
行
列
は
、
｝
時
半
、
セ
ー
ヌ
川
に
か
か
る
橋
の
上
の
祭
壇
に
到
着
す
る
。
こ
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表2ボルディエとジュルダンの記憶のための市民祭典（共和2年ブリメール3日／93年11月23日）

〔祭典行列〕

・各機関は市庁舎に集合。順：憲兵隊半数／鼓笛隊／布に包まれた箱を持つ市民／初等学校教師

と子供／楽団と劇団（陰醤な音楽）／派遣議員／行政・三法機関。周囲を女優（白服、バラの花

冠、三色帯）が囲んで進む。そのうちの4人のサン・キュロットが2入の骨壼をもつ／クラブ／

26人の第一次集会代表（役者）／残りの憲兵隊→港に到着

〔殉教者の復権セレモニー〕

・憲法上の各機関、招待された市民が祭壇周囲に整列

・市議会決議の読上げ

・演説（順）：市長ドゥフォントネー／リビエ／臨時行政委員サン・タマン／派遣議員／ロモニ

エ

・劇場の俳優・女優が愛国歌斉唱→市民の合唱

・4時、行列は市庁舎へ出発。「ラ・マルセイ二二ズ」「モンターニュ派讃歌」など合唱

〔大聖堂〕

・帰途、大聖堂へ。派遣議員、サン・タマンの演説

　（祭壇の様子）

祭壇の傍らにオ　一一・ケストラ／香／祭壇4隅の字句「三脚の殉教者ボルディエとジュルダン」「愛

国者は不滅だ」「汝らは我々の心のなかに生きている」「汝らの霊の仇はうたれる」／祭壇上には

2入のミイラ化した頭部が置かれる（壼の中身）

軍を除き、市民は皆ボンネット帽をかぶる／献花・糸杉の枝が捧げられる

出典　Chardon（ed．），　Dix　ans　de驚’85　nationales，，　pp，76－83．；Joztiフtal　d’Uorcholle，23　novembre，

　　　1793．

こ
は
二
人
の
死
体
が
吊
る
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
そ
し
て
祭
典
は

五
人
の
人
物
の
演
説
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。
祭
典
の
舞
台
装
置
で
目

を
ひ
く
の
は
、
祭
壇
に
置
か
れ
た
「
聖
遣
物
」
、
二
人
の
ミ
イ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
⑧

化
し
た
頭
部
で
あ
る
。
祭
典
に
遺
骸
が
使
わ
れ
る
の
は
、
九
三
年

一
月
に
パ
リ
で
行
わ
れ
た
ル
ペ
ル
テ
ィ
エ
の
哀
悼
式
典
（
遺
骸
）

や
、
九
三
年
八
月
の
マ
ラ
ー
を
称
え
る
祭
典
（
心
臓
）
を
想
起
さ

　
　
⑨

せ
る
が
、
こ
れ
は
祭
典
参
加
者
や
民
衆
に
自
由
の
殉
教
者
に
つ
い

て
強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
を
残
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
祭
典
に
さ
い
し
、

殉
教
者
二
人
の
名
を
河
岸
に
つ
け
る
こ
と
、
祭
典
の
記
念
碑
の
建

立
と
い
う
市
議
会
の
決
定
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
こ
の
祭
典
に
は
、
単
な
る
殉
教
者
崇
拝
以
上
の
意
味
も

み
て
と
れ
る
。
例
え
ば
、
殉
教
者
二
人
物
名
を
彼
ら
の
処
刑
さ
れ

た
河
岸
に
つ
け
る
こ
と
や
記
念
碑
の
建
立
は
、
旧
体
制
と
む
す
び

つ
い
た
空
間
の
「
浄
化
」
と
、
そ
の
永
遠
性
を
祈
願
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
祭
典
と
関
連
し
て
、
前
夜
、
市
門
に
お
か

れ
て
い
た
見
張
り
小
屋
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
八
九
年
に

ボ
ル
デ
イ
エ
ら
が
放
火
し
た
も
の
を
再
建
し
た
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ル
ー
ア
ン
市
に
お
け
る
旧
体
制
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
祭
典

に
お
け
る
演
説
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
当
時
の
市
政
の
責
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ルーアンにおける革命祭典とジャコバン・クラブ（～七九〇年一九三年）（竹中）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

任
を
追
求
す
る
こ
と
に
程
度
の
差
は
あ
れ
ど
も
、
ど
れ
も
過
去
の
過
ち
を
指
摘
し
反
省
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
祭
典
は
、

「
殉
教
者
を
死
な
せ
た
」
ル
ー
ア
ン
市
全
体
の
賊
罪
、
旧
体
制
の
ル
ー
ア
ン
と
の
決
別
を
志
向
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
「
死

と
再
生
」
の
テ
ー
マ
は
、
旧
体
制
の
終
焉
と
い
う
抽
象
的
な
次
元
だ
け
で
は
な
く
、
ル
ー
ア
ン
の
実
際
の
政
治
状
況
に
も
対
応
す
る
も
の
だ
っ

た
。
実
は
、
こ
の
祭
典
は
最
初
か
ら
、
革
命
勃
発
以
来
市
政
を
掌
握
し
て
き
た
穏
健
派
に
対
す
る
、
ク
ラ
ブ
に
よ
る
政
治
的
圧
力
と
し
て
、
計

画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
、
祭
典
組
織
の
経
緯
を
や
や
詳
し
く
見
る
必
要
が
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
時
、
ク
ラ
ブ
は
別
の
「
自
由

の
殉
教
者
の
祭
典
」
開
催
を
控
え
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
祭
典
計
画
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ボ
ル
デ
イ
エ
と
ジ
ユ
ル
ダ
ン
を
「
殉
教

者
」
と
し
て
崇
拝
す
る
よ
う
な
議
論
は
、
そ
れ
ま
で
全
く
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
の
頃
、
市
内
の
食
糧
不
足
問
題
を

解
決
す
る
た
め
ク
ラ
ブ
の
代
表
二
名
が
、
パ
リ
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
を
訪
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
ニ
六
日
（
一
一
月
一
六
日
）
、

彼
ら
は
窮
状
を
訴
え
た
の
だ
が
、
逆
に
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
代
表
に
対
し
て
、
ル
ー
ア
ン
市
の
穏
健
的
な
性
格
や
、
市
長
が
も

と
立
憲
議
会
議
員
、
県
議
会
議
長
で
保
守
派
の
ド
ゥ
フ
ォ
ン
ト
ネ
ー
で
あ
る
こ
と
を
詰
問
、
叱
責
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一

人
ル
ニ
ュ
が
、
ル
ー
ア
ン
を
革
命
化
す
る
策
の
一
つ
と
し
て
、
「
ボ
ル
デ
ィ
エ
と
ジ
ユ
ル
ダ
ン
の
記
憶
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
る
こ
と
」
を
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

げ
、
聴
衆
の
喝
采
を
浴
び
た
の
だ
っ
た
。
「
忘
れ
ら
れ
た
殉
教
者
」
は
、
四
年
た
っ
て
パ
リ
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
ル
ー
ア
ン
に
帰
っ
た
代
表
二
名
は
、
パ
リ
の
ル
ー
ア
ン
不
信
を
報
告
し
、
ク
ラ
ブ
は
食
糧
問
題
解
決
の
た
め
に
、
市
長
更
迭
を
含
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

打
開
策
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
ブ
リ
メ
ー
ル
一
日
、
急
遽
、
「
ボ
ル
デ
イ
エ
と
ジ
ュ
ル
ダ
ン
の
祭
典
」
が
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
八
九
年
当
時
、
ド
ゥ
フ
ォ
ン
ト
ネ
ー
が
食
糧
蜂
起
と
パ
リ
の
対
応
、
そ
し
て
ル
ー
ア
ン
の
有
力
者
の
意
向
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た

は
ず
は
な
い
。
ま
た
彼
は
「
殉
教
者
」
の
裁
判
結
果
に
つ
い
て
も
容
認
し
て
い
た
し
、
事
実
、
祭
典
に
お
い
て
当
時
の
市
政
の
責
任
を
あ
い
ま

い
に
し
た
穏
健
的
な
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
結
局
、
ブ
リ
メ
ー
ル
六
日
（
＝
月
二
六
日
）
彼
は
辞
任
に
追
い
こ
ま
れ
、
さ
ら
に
投
獄
さ
れ
て

し
ま
う
。
そ
し
て
後
任
に
は
急
進
派
ピ
ロ
ン
が
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
祭
典
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
に
よ
る
市
政
掌
握
へ
の
布
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表3　理性の祭典（共和2年ブリメール10日／93年11月30日）

〔祭典行列〕12時半、市庁舎を嵐山。順：騎兵憲兵とルーアンの兵士、1隊10人ごとのグルーープ

（それぞれに旗をもつ）／士官と隊長／少年と教授・教師（先頭は「共和国の希望」とかかれた

旗）／老兵／兵士100入／少女（月桂樹の枝が描かれた旗。字句はrこれがあなた達の報酬で

す」）／クラブ（旗の字句は「我々は暴君どもの恐怖である」）／軍の楽団／「自由」（サン・キ

ュロットの運ぶかごに乗る。古代風の衣装を着た若い女性が取り囲む）／共和国の敵国の旗とゆ

りの花文様が描かれた旗／派遣議員および首長をのぞいた行政機関／8入の鼓手／「平等」（サ

ン・キュロットが運ぶ大楯の上におかれた柏の玉座に廃り、白服の女性たちが囲む）／憲法上の

機関の首長3人（ディストリクト、県、裁判所）／市役入筆頭ピロン、国民衛兵古参、26セクシ

ョンの委員／憲兵隊と国民衛兵／（前後に多くの市民を従える）

《ルージュマール広場》

〔火刑〕ゆりの花のタピスリー、国王の肖像、封建制・聖職者の称号のつくもの、十字特許状、

その他圧制や王国を象徴するもの

〔自由の木植樹〕市長ピロンの演説…広場の名称変更（革命広場）／民衆のダンス

《シャン＝ド＝マルス》

〔宣誓〕派遣議員、サン・タマン、行政関係者が「由」にのぼり宣誓／市民による復唱／香／鳩

を放す

〔火刑〕フランス軍のゆりの花文様の旗、激国の旗

・サン・タマンの演説。祝砲／ダンス

＊この間、市東部のサン・カトリーヌの丘にオベリスクが立てられる

《「理性の神殿」（大骨堂）》

・「真理の火」点火／「ラ・マルセイエーズ」など演奏

・演説　ピロン…「理性の神殿」に名称変更／派遣議員アルキエ／元司祭ヂュラン…聖職放棄ま

での経緯説明

《新市場広場》

〔自宙の殉教者像除幕式〕

・広場の中心の泉のオベリスクの4隅に配置／オベリスクの頂には三色旗とボンネット媚

・演説　ピロン…広場の名称変更（モンターニュ広場）／県議会議長ブーヴェ…自由の殉教者、

モンターニュ派礼賛

・オーケストラの演奏（「自崩への奉納」）

出典　　Chardon（白d．），エ）ix　alrs　de」聾’θ5　natioアiales，　PP，83－97，

こ
の
祭
典
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
が
用
意
さ
れ
た

○
日
／

月
三
〇
日
）
。

祭
典
で
あ
る
（
ブ
リ
メ
ー
ル

開
催
を
請
願
し
、
行
わ
れ
た

た
理
性
の
祭
典
も
ク
ラ
ブ
が

そ
の
一
週
間
後
に
行
わ
れ

す
る
と
と
も
に
、
自
ら
を
死

に
追
い
や
っ
た
穏
健
派
の
失

脚
に
も
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

ル
ー
ア
ン
の
姿
を
ア
ピ
ー
ル

「
罪
を
瞳
つ
た
」
革
命
的
な

役
買
っ
た
。
そ
し
て
パ
リ
に
、

反
革
命
的
な
事
件
の
記
憶
を

抹
消
し
、
「
再
生
」
の
新
た

な
記
憶
を
生
み
出
す
の
に
一

ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、

「
殉
教
者
」
た
ち
は
、
ク
ラ

石
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
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ルーアンにおける革命祭典とジャコバン・クラブ（一七九〇年一九ヨ年）（竹中）

四
つ
の
舞
台
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
を
表
3
に
し
た
が
っ
て
整
理
し
て
み
よ
う
。
こ
の
祭
典
の
特
徴
と
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る

の
は
、
祭
典
参
加
国
の
民
主
化
・
多
様
化
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
行
列
の
構
成
に
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。
兵
士
、
楽
団
、
行
政
・
司
法
機
関
、

派
遣
議
員
と
い
っ
た
な
じ
み
の
面
々
の
ほ
か
に
、
セ
ク
シ
ョ
ン
の
代
表
、
ク
ラ
ブ
、
少
年
と
教
師
、
少
女
、
さ
ら
に
市
民
の
幅
広
い
参
加
が
見

ら
れ
る
。
次
に
祭
典
の
非
キ
リ
ス
ト
教
化
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
行
列
に
は
「
自
由
」
「
平
等
」
を
体
現
し
た
女
性
の
姿
が
あ
る
。
「
自
由
」
「
平

等
」
に
そ
れ
ぞ
れ
扮
す
る
の
は
、
リ
ビ
エ
の
妻
と
、
カ
フ
ェ
の
女
性
店
員
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
自
由
」
は
右
手
に
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
帽
を
被

せ
た
槍
を
携
え
て
い
る
。
祭
典
の
主
会
場
の
　
つ
、
理
性
の
神
殿
（
旧
大
聖
堂
）
に
お
い
て
は
、
「
自
由
」
が
祭
壇
に
登
り
、
「
真
理
の
火
」
を

点
火
す
る
。
背
後
に
流
れ
る
の
は
、
共
和
国
の
テ
・
デ
ウ
ム
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」
そ
し
て
「
ル
ー
ア
ン
市
民
讃
歌
」
で
あ
る
。
そ
し
て

祭
典
の
最
後
は
、
「
自
由
の
殉
教
者
」
崇
拝
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
新
市
場
広
場
に
お
け
る
マ
ラ
ー
、
ル
ペ
ル
テ
ィ
エ
、
ボ
ー
ル
ペ
ー
ル
、

　
　
　
⑭

ボ
ー
ヴ
ェ
の
胸
像
の
除
幕
式
と
彼
ら
へ
の
称
賛
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
代
わ
っ
て
「
革
命
礼
拝
」
が
一
定
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
最
後
に
流
れ
る
「
自
由
へ
の
奉
納
」
は
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」
と
「
国
境
の
警
備
に
あ
た
ろ
う
」
と
い
う
二
曲
を
組
み
あ

わ
せ
た
革
命
歌
で
あ
る
。

　
こ
の
祭
典
に
お
い
て
も
、
注
目
さ
れ
る
の
は
「
死
と
再
生
」
の
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
し
ば
し
ば
民
衆
慣
行
の
か
た
ち
を
と

っ
て
、
祭
典
に
登
場
す
る
。
行
列
中
に
見
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
敵
国
の
旗
、
ゆ
り
の
花
文
様
が
描
か
れ
た
旗
、
ま
た
市
民
に
よ
っ
て
供
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
「
封
建
制
の
金
津
」
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
シ
ャ
ン
・
ド
”
マ
ル
ス
と
ル
ー
ジ
ュ
マ
ー
ル
広
場
で
、
火
刑
に
よ
っ
て
燃
や
さ
れ
る
。
旧
制
度

の
「
死
」
を
象
徴
し
て
い
る
が
、
あ
わ
せ
て
「
再
生
」
の
儀
礼
も
行
わ
れ
る
。
非
キ
リ
ス
ト
教
化
に
か
ん
し
て
い
え
ば
、
ま
ず
大
聖
堂
か
ら

「
理
性
の
神
殿
」
へ
の
名
称
変
更
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
名
称
変
更
は
非
キ
リ
ス
ト
教
化
運
動
の
～
環
と
し
て
全
国
的
に
ひ
ろ
く
見
ら
れ
る
現
象

で
あ
る
。
ま
た
薪
市
場
広
場
へ
の
自
由
の
殉
教
者
像
設
置
と
名
称
変
更
も
、
そ
の
一
環
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
措
置

は
、
薪
市
場
広
場
と
対
を
な
す
旧
市
場
広
場
の
存
在
を
多
分
に
意
識
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
旧
市
場
広
場
こ
そ
は
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
が

火
刑
に
あ
っ
た
殉
教
の
地
と
さ
れ
て
お
り
、
大
聖
堂
と
並
ん
で
司
教
座
都
市
ル
ー
ア
ン
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

53 （53）



ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
も
当
初
、
旧
市
場
広
場
に
殉
教
者
像
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
こ
の
要
求
は
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
胸
像
設
置
と
名
称
変
更
と
い
う
措
置
に
は
、
旧
市
場
広
場
の
も
つ
宗
教
的
な
重
要
性
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
、
ま
た

ル
ー
ア
ン
に
伴
う
殉
教
者
の
記
憶
を
、
聖
処
女
か
ら
自
由
の
殉
教
者
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
意
図
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
し
か
し
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
と
直
接
に
は
関
係
な
い
ル
ー
ジ
ュ
マ
ー
ル
広
場
の
名
称
変
更
と
、
自
曲
の
木
植
樹
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

広
場
は
王
党
派
に
よ
る
デ
モ
行
為
が
行
わ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
ル
ー
ア
ン
市
民
、
と
り
わ
け
ジ
ャ
コ
バ
ン
に
と
っ
て
反
革
命
的
な
記
憶
を
残
す

場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
う
し
た
措
置
は
、
ル
ー
ア
ン
の
負
の
過
去
を
清
算
し
、
空
間
の
再
生
を
試
み
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ

う
に
理
性
の
祭
典
は
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
市
内
の
「
再
生
」
が
ま
ず
志
向
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
な
か
に
「
理
性
崇
拝
」
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
理
性
」
は
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
は
祭
典
を
組
織
し
た
ク
ラ
ブ
の
意
図
を
大
き

く
反
映
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
祭
典
の
組
織
を
請
願
し
た
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
、
当
初
の
目
的
は
理
性
崇
拝
で
は
な
か
っ
た
。
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
ニ
日
（
一
〇
月

一…

＆
S
）
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
こ
の
祭
典
に
か
ん
す
る
最
初
の
議
論
が
な
さ
れ
た
と
き
、
祭
典
の
テ
ー
マ
は
「
マ
ラ
ー
と
ボ
！
ヴ
ェ
の
哀
悼
式

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

典
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
二
三
日
（
～
～
月
＝
二
日
）
に
、
再
び
祭
典
計
画
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
と
き
も
、
テ
ー
マ
は
「
自
由
の
殉

　
　
　
　
　
　
⑰

教
者
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
祭
典
開
催
は
、
同
三
〇
日
（
同
二
〇
日
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。
ク
ラ
ブ
に
よ
る
請
願
を
う
け
て
、
同
二
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

（
同
一
四
日
）
、
市
議
会
は
祭
典
計
画
を
検
討
す
る
委
員
（
ベ
ラ
ー
ル
と
バ
ル
バ
レ
ー
。
ク
ラ
ブ
か
ら
は
り
ビ
エ
な
ど
艶
名
）
を
任
命
し
、
二
五
日
（
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

～
五
日
）
に
は
祭
典
開
催
と
招
待
者
に
か
ん
す
る
決
定
を
下
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
準
備
期
間
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
二
六
日
（
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

六
日
）
、
市
議
会
は
、
祭
典
開
催
を
ブ
リ
メ
ー
ル
一
〇
日
に
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
こ
の
延
期
の
あ
い
だ
に
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
市
内
で
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
市
議
会
に
お
い
て
プ
リ
ュ
メ
ー
ル
ニ
六
日
、
一
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
ル
ー
ジ
ュ
マ
ー
ル
広
場
に
お
け
る
自
由
の
木
の
再
植
樹
を
請
願
し
て
い
る
。
さ
ら
に
パ
リ
に
お
け
る
聖
職
放
棄
や
「
理
性
の
祭
典
」
開
催
を

う
け
、
キ
リ
ス
ト
教
攻
撃
の
演
説
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
六
日
以
降
は
、
連
日
、
聖
職
者
に
よ
る
聖
職
放
棄
の
宣
誓
が
な
さ
れ
た
。
祭
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ルーアンにおける革命祭典とジャコバン・クラブ（一七九〇年一九三年）（竹中）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

典
に
お
い
て
聖
職
放
棄
の
経
緯
を
説
明
す
る
ヂ
ュ
ラ
ン
も
、
こ
の
と
き
に
棄
教
し
て
い
る
。
さ
ら
に
市
議
会
は
教
会
の
銀
器
供
出
を
始
め
た

（
後
述
）
。
一
方
、
「
自
由
の
殉
教
者
の
祭
典
」
延
期
を
了
承
し
た
は
ず
の
ク
ラ
ブ
も
、
急
い
で
「
ボ
ル
デ
ィ
エ
と
ジ
ュ
ル
ダ
ン
の
祭
典
」
を
開

催
さ
せ
、
市
長
を
辞
職
に
追
い
込
む
な
ど
、
市
内
に
お
い
て
非
キ
リ
ス
ト
教
化
、
穏
健
派
一
掃
の
ム
ー
ド
が
急
激
に
高
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
「
自
由
の
殉
教
者
の
祭
典
」
は
、
祭
典
の
規
模
を
拡
大
し
て
「
理
性
の
祭
典
」
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し

ク
ラ
ブ
の
要
求
し
た
「
殉
教
者
崇
拝
」
は
削
除
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
「
ボ
ル
デ
ィ
エ
と
ジ
ュ
ル
ダ
ン
の
祭
典
」
の
結
果
、
ピ
ロ
ン
を
長
と
し

て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
市
議
会
は
、
こ
の
祭
典
を
「
革
命
化
し
た
」
ル
ー
ア
ン
の
第
一
歩
と
し
て
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
に
迫
ら

れ
た
。
ル
ー
ジ
ュ
マ
ー
ル
広
場
の
再
生
は
格
好
の
テ
ー
マ
に
映
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
「
理
性
の
祭
典
」
で
は
、
理
性
崇
拝
と
、
ク

ラ
ブ
が
推
進
し
て
き
た
「
自
由
の
殉
教
者
」
崇
拝
、
そ
し
て
穏
健
派
の
記
憶
の
一
掃
と
い
う
三
つ
の
主
題
が
、
同
時
に
祝
賀
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
九
三
年
秋
に
行
わ
れ
た
祭
典
に
は
、
祭
典
参
加
者
の
民
主
化
と
多
様
化
、
非
キ
リ
ス
ト
教
化
、
そ
し
て
火
刑
の
よ
う
な

民
衆
慣
行
の
復
活
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
祭
典
が
本
来
有
す
る
「
死
と
再
生
」
の
テ
ー
マ
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
お
り
、
祭
典
の
分
析
に
つ

い
て
は
、
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
の
指
摘
が
ル
ー
ア
ン
に
も
あ
て
は
ま
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
祭
典
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ア
ン
市
の
政
治
情
勢

と
関
連
づ
け
て
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
「
死
と
再
生
」
の
テ
ー
マ
は
、
王
政
に
か
わ
る
共
和
政
へ
の
市
民
の
希
望
や
、
キ
リ
ス
ト
教
に
代

わ
る
革
命
礼
拝
の
浸
透
の
み
を
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
祭
典
を
組
織
し
た
ク
ラ
ブ
勢
力
が
、
穏
健
派
に
突
き
つ
け
た
現
実
の
圧

力
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
九
三
年
秋
に
ル
ー
ア
ン
市
の
置
か
れ
て
い
た
複
雑
な
政
治
状
況
（
パ
リ
の
不
信
、
食
糧
不
足
、
市

内
に
お
け
る
穏
健
派
と
急
進
派
の
抗
争
）
に
大
き
く
影
響
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
九
三
年
忌
ク
ラ
ブ
が
こ
う
し
た
革
命
祭
典
の
組
織
や
運
営
、
そ
し
て
参
加
を
通
し
て
、
政
治
文
化
の
闘
争
に
大
き
く
関
わ
り
、
主
導
権

を
握
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
ク
ラ
ブ
が
組
織
し
た
祭
典
は
み
な
、
本
来
は
革
命
の
殉
教
者
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
（
ル
ペ
ル
テ
ィ
エ
、
ボ
ル
デ
ィ
エ
と
ジ
ュ
ル
ダ
ン
、
四
人
の
自
由
の
殉
教
者
）
。
九
二
年
に
ク
ラ
ブ
内
で
行
わ
れ
て
い
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た
「
殉
教
者
」
崇
拝
は
、
お
な
じ
く
ク
ラ
ブ
が
普
及
に
努
め
て
き
た
様
々
な
シ
ン
ボ
ル
と
と
も
に
、

位
置
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ル
ー
ア
ン
の
公
式
な
革
命
祭
典
の
中
核
に
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第
二
節
　
象
微
を
め
ぐ
る
闘
争
と
「
公
教
育
」

　
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
政
治
化
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
あ
っ
て
は
、
革
命
祭
典
や
新
し
い
象
徴
の
普
及
自
体
が
市
民
教
育
、
「
習
俗
の
革
命
」

の
一
環
で
あ
っ
た
。
九
三
年
秋
以
降
、
こ
う
し
た
「
教
育
」
論
議
は
議
会
に
お
い
て
い
っ
そ
う
盛
ん
に
な
り
、
ク
ラ
ブ
の
議
論
や
祭
典
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
教
育
」
に
含
め
る
こ
と
を
明
記
し
た
ブ
キ
エ
案
の
成
立
に
い
た
る
。
ま
た
九
三
年
一
一
月
、
非
キ
リ
ス
ト
教
化
運
動
の
激
化
を
目
に
し
た
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
の
公
安
委
員
会
は
、
地
方
ク
ラ
ブ
に
「
新
し
い
教
育
の
教
師
」
た
る
こ
と
を
期
待
し
た
回
状
を
送
付
し
て
も
い
る
。
事
実
、
ル
ー
ア
ン
の
ク

ラ
ブ
は
祭
典
の
組
織
・
運
営
を
通
じ
、
共
和
主
義
的
モ
ラ
ル
を
市
民
に
刷
り
込
ん
で
ゆ
く
「
公
教
育
の
指
導
者
」
と
な
っ
て
い
っ
た
が
、
祭
典

以
外
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
封
建
制
・
君
主
制
・
キ
リ
ス
ト
教
と
い
っ
た
旧
制
度
の
象
徴
に
対
し
て
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
と
っ
た
行
動
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
ク
ラ
ブ
は
九
二
年
秋
以
降
、
攻
撃
的
な
態
度
を
見
せ
は
じ
め
て
い
た
が
、
そ
れ
が
本

格
化
す
る
の
は
九
三
年
夏
以
降
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
八
月
三
日
、
市
議
会
は
、
封
建
制
の
記
念
碑
、
証
書
、
象
徴
の
破
壊
に
関
す
る
委
員
（
ラ
ミ
ー
ヌ
と
ロ
ベ
ー
ル
）
を
任
命
し
、
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

日
に
は
市
役
所
の
中
庭
で
「
火
刑
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
燃
や
さ
れ
た
の
は
、
年
金
や
封
建
的
特
権
に
か
ん
す
る
証
書
類
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
火
刑
は
、
革
命
祭
典
で
な
く
と
も
行
わ
れ
て
お
り
、
九
三
年
に
お
け
る
民
衆
慣
行
の
復
活
を
強
く
印
象
づ
け
る
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
火
刑
は
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
八
日
（
九
月
二
九
日
）
に
は
、
ク
ラ
ブ
の
設
置
さ
れ
た
教
会
の
中
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
、
枢
機
卿
・
大
司
教
・
元
女
王
の
大
紋
章
そ
の
他
、
ま
た
「
迷
信
の
玩
具
」
が
燃
や
さ
れ
て
い
る
。
ブ
リ
メ
ー
ル
一
一
一
日
（
㏄
二
月
二
臼
）

に
は
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
、
信
心
家
の
家
で
見
つ
け
た
二
通
の
教
皇
書
簡
と
王
党
派
聖
職
者
の
キ
ュ
ロ
ッ
ト
を
ク
ラ
ブ
に
提
出
し
た
が
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

も
す
ぐ
さ
ま
、
「
共
和
国
万
歳
」
の
声
が
ひ
び
く
な
か
、
焼
却
さ
れ
た
。



ルーアンにおける革命祭典とジャコバン・クラブ（一七九〇年づL三年）（竹中）

　
ま
た
教
会
の
銀
器
供
出
に
つ
い
て
も
ク
ラ
ブ
は
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
。
銀
器
供
出
は
九
三
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
、
全
国
で
断
続
的

に
見
ら
れ
た
非
キ
リ
ス
ト
教
化
運
動
の
一
つ
で
あ
る
。
ル
ー
ア
ン
に
お
い
て
こ
の
動
き
は
、
九
三
年
一
～
月
末
、
先
の
二
つ
の
祭
典
開
催
の
時

期
に
始
ま
る
。
ブ
リ
メ
ー
ル
七
日
（
一
一
月
二
七
日
）
、
ク
ラ
ブ
を
市
議
会
代
表
が
訪
れ
、
市
議
会
が
教
会
や
個
人
の
建
物
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
狂

信
主
義
の
玩
具
を
取
り
除
か
せ
た
こ
と
、
全
教
会
の
銀
器
を
国
民
公
会
に
送
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
報
告
し
た
。
そ
の
上
で
こ
れ
ら
の
パ
リ
へ

の
輸
送
に
随
行
す
る
三
〇
人
の
サ
ン
時
キ
ュ
ロ
ッ
ト
を
ク
ラ
ブ
が
任
命
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
だ
が
、
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
を
快
諾
し
て
い
る
。
結

局
、
随
行
す
る
の
は
市
議
会
代
表
三
丁
目
ク
ラ
ブ
代
表
二
名
と
な
る
の
だ
が
、
銀
器
供
出
に
つ
い
て
市
議
会
と
ク
ラ
ブ
が
協
力
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
⑳

が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
マ
ゾ
リ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
宗
教
戦
争
の
と
き
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
ル
ー
ア
ン
に
お
い
て
も
聖
像
破
壊
運
動
は
行
わ
れ
た
。
と
り
わ
け
ク

ラ
ブ
の
関
与
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
陪
ダ
ル
ク
像
の
破
壊
要
求
で
あ
る
。
ま
ず
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
四
日
（
一
〇
月
二
五
日
）
、

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
旧
市
場
広
場
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
胸
像
を
壊
す
こ
と
、
代
わ
り
に
マ
ラ
ー
と
ボ
ー
ヴ
ェ
の
像
を
設
置
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
同
日
に
は
「
聖
ル
イ
が
、
サ
ン
匡
ト
ゥ
ア
ン
教
会
と
大
聖
堂
の
門
の
上
に
い
る
」
と
い
う
非
難
も
出
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ン
に
お
け
る
教
会
建
築
の
破
壊
が
議
論
さ
れ
た
最
初
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
求
は
請
願
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
市
議
会
に
提
篭
さ
れ
た
が
、

丸
写
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
一
八
日
（
＝
月
八
日
）
、
ク
ラ
ブ
は
重
ね
て
請
願
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
は
旧
市
場
広
場
に
マ
ラ
ー
と

ボ
ー
ヴ
ェ
に
加
え
、
ル
ペ
ル
テ
ィ
エ
の
像
も
据
え
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
市
議
会
は
同
日
ジ
ャ
ン
ヌ
像
を
飾
る
ゆ
り
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
装
飾
の
み
を
壊
す
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
が
、
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
に
満
足
せ
ず
、
同
二
三
日
（
同
；
百
）
、
ジ
ャ
ン
ヌ
像
の
取
り
壊
し
の
遅
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
つ
い
て
質
問
を
寄
せ
て
い
る
。
結
局
ジ
ャ
ン
ヌ
像
自
体
は
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
新
市
場
広
場
に
自
由
の
殉
教
者
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
四
体

が
置
か
れ
る
の
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
九
三
年
秋
以
降
、
ク
ラ
ブ
は
革
命
祭
典
以
外
で
も
、
火
刑
や
銀
器
供
出
そ
し
て
自

由
の
殉
教
者
像
の
設
置
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
、
政
治
文
化
の
革
命
や
非
キ
リ
ス
ト
教
化
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ブ
の
「
教
育
」
活
動
は
さ
ら
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
民
徽
章
購
入
の
た
め
の
募
金
活
動
（
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
ニ
日
／
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⑮

九
旦
…
一
二
日
）
や
、
メ
ン
バ
ー
の
自
宅
や
国
有
建
築
物
を
市
民
的
碑
文
と
三
色
旗
に
よ
っ
て
装
飾
す
る
こ
と
を
決
議
し
て
い
る
（
同
八
日
／
九
月

　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

二
九
日
）
ほ
か
、
「
自
由
の
像
」
作
成
と
広
場
へ
の
設
置
に
か
ん
す
る
議
論
も
行
っ
て
い
る
（
同
二
六
日
／
一
〇
月
一
七
日
目
。
ま
た
ク
ラ
ブ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
八
日
、
市
議
会
に
お
い
て
、
デ
カ
デ
ィ
ご
と
の
市
民
祭
典
の
開
催
を
求
め
る
請
願
書
を
読
み
上
げ
て
い
る
。
ブ
リ
メ
ー
ル
一

六
日
（
一
二
月
六
日
）
に
も
同
様
の
要
求
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
に
は
道
徳
的
演
説
を
お
こ
な
う
演
説
者
を
ク
ラ
ブ
と
市
議
会
の
双
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

か
ら
出
す
こ
と
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
デ
カ
デ
ィ
を
市
民
教
育
、
と
く
に
道
徳
教
育
の
一
環
と
し
て
認
識
し
て
い
る
様
子
を
う
か

が
わ
せ
る
。

　
演
劇
・
職
場
と
の
関
係
も
変
化
し
て
ゆ
く
。
革
命
初
期
に
も
ク
ラ
ブ
が
演
劇
に
か
ん
す
る
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
へ

の
介
入
が
本
格
的
に
な
る
の
は
、
や
は
り
九
三
年
秋
以
降
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
ニ
七
日
（
｝
○
月
一
八
日
）
に
は
、
デ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

デ
ィ
毎
に
愛
国
劇
を
上
演
す
る
よ
う
に
劇
場
主
に
促
す
こ
と
を
求
め
国
民
公
会
に
請
願
書
を
送
っ
て
い
る
し
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
、
同
八
日
に

も
、
メ
ン
バ
ー
六
人
か
ら
な
る
委
員
会
が
、
演
劇
の
内
容
に
関
し
て
、
「
共
和
国
民
が
黒
甜
す
べ
き
雰
囲
気
の
純
粋
性
を
傷
つ
け
て
い
な
い
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

検
閲
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
同
三
〇
日
（
一
〇
月
二
～
田
）
の
ク
ラ
ブ
で
は
、
グ
ラ
ン
目
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
座
の
音
楽
家
た
ち
が
、
非
市
民

的
・
不
名
誉
な
発
雷
を
し
た
と
し
て
非
難
さ
れ
て
お
り
、
劇
場
主
で
あ
り
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
カ
ブ
ー
ス
に
調
査
を
要
求
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
八
日
（
一
〇
月
二
九
日
）
、
彼
は
劇
団
員
全
員
に
愛
国
的
歌
曲
を
演
奏
さ
せ
る
よ
う
約
束
す
る
旨
の
手
紙
を
送
っ

　
　
　
　
⑫

て
き
て
い
る
。
ま
た
市
内
の
二
大
劇
場
の
劇
場
主
（
リ
ビ
エ
と
カ
プ
ー
ス
）
は
愛
国
劇
を
上
演
す
る
さ
い
、
し
ば
し
ば
事
前
に
ク
ラ
ブ
に
通
知
し

　
　
⑬

て
い
る
。
こ
う
し
た
や
り
と
り
は
、
ク
ラ
ブ
が
市
内
に
お
け
る
、
興
行
の
事
実
上
の
管
理
者
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
九
三
年
以
降
、
革
命
祭
典
の
組
織
、
革
命
的
シ
ン
ボ
ル
の
普
及
、
デ
カ
デ
ィ
や
演
劇
ま
で
も
含
ん
だ
「
公
教
育
」
の
展
開

に
ク
ラ
ブ
は
大
き
く
関
与
し
て
い
た
。
九
三
年
秋
以
降
、
ク
ラ
ブ
は
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
政
治
文
化
の
革
命
の
推
進
者
と
な
っ
て
お
り
、
市
民

と
パ
リ
の
革
命
家
を
つ
な
ぐ
文
化
的
仲
介
者
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
傾
向
は
、
共
和
二
年
ニ
ヴ
ォ
ー
ズ
一
二
日

（
九
四
年
一
月
一
日
）
、
市
公
教
育
委
員
会
の
組
織
に
結
実
す
る
。
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前
述
し
た
と
お
り
、
市
公
教
育
委
員
会
は
九
三
年
二
月
一
九
日
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
の
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
六
名
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
た
が
、
常
設
で
は
な
か
っ
た
。
共
和
二
年
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
三
日
（
一
一
月
三
日
）
に
も
、
市
議
会
は
公
教
育
委
員
を
電
報
任
命
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
⑭

が
、
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ク
ラ
ブ
で
は
独
自
に
、
ニ
ヴ
ォ
ー
ズ
八
日
（
一
二
月
二
七
日
）
、
教
育
監
視
を
担
当
す
る
芳
名
の
メ
ン
バ
ー

が
選
出
さ
れ
た
。
彼
ら
の
任
務
は
、
教
師
志
望
者
の
審
査
と
、
教
育
に
携
わ
る
全
て
の
者
か
ら
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
、
穏
健
主
義
を
排
除
す
る

　
　
　
　
　
㊧

こ
と
と
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
同
一
二
日
、
ル
ー
ア
ン
市
議
会
は
新
た
に
市
公
教
育
委
員
会
を
組
織
し
た
。
「
芸
術
お
よ
び
祭
典
委
員
会
」
と
い
う
別
名
が
示
す
と

お
り
、
こ
の
委
員
会
が
、
以
後
、
祭
典
や
教
育
に
関
す
る
パ
リ
の
デ
ク
レ
の
実
行
、
教
師
志
望
者
の
審
査
、
祭
典
参
加
者
の
召
集
、
祭
典
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
市
議
会
へ
の
提
出
と
掲
示
、
祭
典
議
事
録
の
作
成
、
そ
し
て
国
民
公
会
お
よ
び
パ
リ
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
へ
の
送
付
と
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

任
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
ベ
ラ
ー
ル
、
ラ
ミ
ー
ヌ
と
い
っ
た
ク
ラ
ブ
急
進
派
六
人
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
役
者
ヴ

ェ
ル
ノ
ン
、
§
ミ
§
N
譜
沁
ミ
§
編
者
の
ノ
エ
ル
、
カ
ブ
ー
ス
、
美
術
学
校
教
授
ル
カ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
と
い
っ
た
人
々
が
補
充
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
お
り
し
も
こ
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
翌
日
、
派
遣
議
員
と
ク
ラ
ブ
の
主
導
に
よ
り
市
議
会
が
改
組
さ
れ
、
ピ
ロ
ン
を
市
長
と
す
る

急
進
派
市
議
会
が
成
立
し
た
。
ク
ラ
ブ
独
裁
は
、
行
政
・
文
化
の
両
面
で
完
成
を
迎
え
、
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
恐
怖
政
治
と
「
習
俗
の
革
命
」

が
、
い
よ
い
よ
軌
道
に
の
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
＜
。
＜
Φ
＝
p
　
，
　
冨
卜
・
∴
ω
ω
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
演
説
と
酒
の
奉
納
、
そ
し
て
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」
の

　
　
　
　
　
曾
’
禽
野
心
唱
．

②
》
舅
”
怨
「
δ
鴫
ρ
卜
。
Φ
N
幽
Φ
G
。
．
（
九
三
年
二
月
一
九
日
目
メ
ン
バ
ー
は
、
ピ
ロ

　
ン
、
ロ
ベ
ー
ル
、
エ
ル
ブ
ヴ
ィ
ル
、
ベ
ラ
ー
ル
、
ア
ル
ヴ
ェ
ー
ル
、
カ
レ
の
六
名
。

③
詠
§
り
ω
窪
Φ
磯
♪
ミ
㌣
ミ
ピ
（
九
三
年
七
月
一
八
日
）

④
二
月
に
行
わ
れ
た
「
ル
ペ
ル
テ
ィ
エ
の
哀
悼
式
典
」
は
、
国
王
処
刑
に
賛
成
票

　
を
投
じ
た
た
め
暗
殺
さ
れ
た
国
民
公
会
議
員
を
悼
む
祭
典
で
あ
る
。
旧
「
オ
ラ
ト

　
リ
オ
の
父
」
教
会
で
執
り
行
わ
れ
た
。
昼
間
で
あ
っ
た
が
、
窓
を
覆
い
松
明
を
焚

　
い
て
、
あ
た
か
も
夜
で
あ
る
か
の
よ
う
な
演
出
が
な
さ
れ
た
。
式
典
は
三
日
間
に

　
演
奏
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
祭
典
に
は
行
政
・
司
法
各
機
関
の
代
表
が
そ
ろ
っ
て
訪

　
れ
た
と
い
う
。
O
冨
跳
o
p
（
＆
．
）
▼
寒
§
吻
譜
憲
§
、
ミ
翫
§
ミ
舞
ワ
①
り
∴
℃
『
翁

　
鼠
§
ら
跨
譜
舞
ワ
一
〇
G
◎
．

⑤
ζ
簿
鑓
巨
。
；
隷
ら
§
誌
謹
鳴
馬
ミ
ミ
ミ
§
も
唱
．
δ
？
δ
。
。
「

⑥
祭
典
の
計
画
・
準
備
に
つ
い
て
は
、
℃
く
翁
§
㌶
§
譜
給
電
し
謡
∴
誤
．

⑦
魯
鎖
ミ
ミ
駄
導
、
ら
ミ
黄
器
8
く
Φ
ヨ
鐸
ρ
ミ
リ
ω
・

⑧
こ
れ
は
ロ
モ
二
丁
が
作
成
し
保
管
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
八
九
年
当
時
は
騒
擾
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の
首
謀
者
で
あ
り
犯
罪
者
と
み
な
さ
れ
た
彼
ら
の
、
ミ
イ
ラ
の
作
成
理
由
や
保
存

　
理
由
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

⑨
パ
リ
に
お
け
る
マ
ラ
i
崇
拝
を
始
め
、
革
命
の
殉
教
者
崇
拝
に
か
ん
し
て
は
、

　
》
．
ω
o
げ
。
濁
り
．
、
ω
魯
鋤
ヨ
⑦
馨
「
①
嵩
α
q
冨
轟
簿
。
巳
斤
霧
℃
o
崔
或
諾
ω
需
鼠
Φ
5
一

　
影
刃
穿
。
ぼ
銘
。
目
。
。
臥
簿
①
ω
で
象
ユ
9
Φ
ω
Φ
汁
日
舞
受
【
ω
山
①
一
餌
寓
げ
曽
み
、
．
層
出
戸
抽
憲
。
。
甲

　
一
⑩
O
メ

⑩
尋
§
ミ
ミ
曄
ミ
ミ
黄
潔
き
く
Φ
ヨ
銘
p
器
り
ω
9

⑪
ζ
鋤
薄
鼠
。
‘
智
8
ミ
誌
§
恥
w
ミ
ミ
§
§
も
や
ミ
。
。
－
一
8
．

⑫
》
．
〉
巳
四
a
（
Φ
e
讐
寒
旨
ミ
融
§
§
ミ
ミ
塁
8
ヨ
①
．
ρ
℃
匿
ω
甲
一
。
。
c
。
⑩
め
メ

　
薯
』
一
遇
9
H
．

⑬
℃
『
§
§
嵩
§
譜
紹
唱
．
ミ
ω
・

⑭
ボ
ー
ヴ
ェ
じ
d
Φ
鍵
爵
尻
は
、
九
三
年
八
月
、
ト
ゥ
ー
ロ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
国
民

　
公
会
議
員
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
軍
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
と
思
わ
れ
た
が
、
実
際
は

　
投
獄
さ
れ
て
い
た
（
九
三
年
～
二
月
に
解
放
）
。

⑮
祭
典
の
二
日
前
、
市
議
会
は
市
毘
に
、
火
刑
を
行
う
た
め
、
封
建
制
の
痕
跡
を

　
し
め
す
物
や
書
類
な
ど
の
供
出
を
求
め
、
掲
示
を
出
し
て
い
た
。
き
N
ミ
ミ
N

　
蹴
顛
§
ぎ
ミ
る
り
挿
。
び
Φ
ヨ
訂
P
一
お
ω
．

＠＠＠＠＠　tw　＠＠＠

℃
『
翁
鼠
§
ら
題
寒
発
署
．
δ
？
δ
刈
・

田
①
げ
Φ
【
兜
．
国
艮
汽
㊦
唱
。
澤
5
g
①
茸
二
目
ω
＄
乱
雪
8
．
、
”
》
峯
実
Φ
冒
×
×
囲

鉢
§
”
落
鼠
Φ
磯
μ
①
心
よ
①
．
（
共
和
二
年
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
ニ
四
日
）

郎
舅
り
の
曾
δ
ぺ
0
1
①
①
ふ
Φ
・
（
共
和
二
年
ブ
リ
ユ
メ
ー
ル
ニ
五
日
）

轟
舅
曽
ω
吟
ぼ
ぺ
ρ
①
Φ
る
9
（
共
和
二
年
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
工
ハ
日
）

ミ
ミ

臨
舅
》
。
・
騨
乱
取
ρ
①
当
り
ト
コ
．

松
浦
義
弘
、
前
掲
払
三
文
、
六
ニ
ー
六
八
頁
。

谷
川
稔
訳
、
河
野
健
二
編
『
資
料
フ
ラ
ン
ス
革
命
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、

　
四
七
一
－
四
七
二
頁
。

⑮
　
ク
ラ
ブ
は
九
二
年
夏
よ
り
、
君
主
制
・
封
建
制
に
対
す
る
攻
撃
的
な
姿
勢
を
示

　
し
は
じ
め
る
。
例
え
ば
、
＝
月
＝
日
に
は
、
裁
判
所
に
あ
る
諸
国
王
卿
の
完

　
全
撤
去
を
要
求
。
ま
た
大
聖
堂
内
陣
の
玉
座
が
キ
リ
ス
ト
教
の
説
く
平
等
を
侮
辱

　
し
て
い
る
た
め
破
壊
す
べ
き
だ
、
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
た
（
一
一
月
二
四
・
二

　
五
日
）
。
℃
噸
譜
い
防
魯
濤
§
譜
紹
箸
．
⑩
P
一
〇
一
．
ま
た
九
三
年
五
月
二
三
日
の
会

　
議
で
は
、
封
建
制
の
諸
シ
ン
ボ
ル
を
廃
す
こ
と
、
国
民
衛
兵
の
服
装
（
「
国
王
」

　
の
字
句
が
刻
ま
れ
た
ボ
タ
ン
着
用
）
の
変
更
を
市
議
会
に
請
願
す
る
こ
と
を
決
定
。

　
尊
ミ
”
P
這
鈎

㊧
臨
舅
甲
5
。
①
H
ぼ
閃
♪
ω
ω
㌣
G
。
ω
躰
・
（
九
三
年
八
月
二
八
日
）
八
月
一
〇
日
の
デ
ク

　
レ
第
六
条
に
従
っ
た
も
の
。

⑳
勺
『
§
§
融
§
懸
吟
唱
」
＆
．

⑱
尊
ミ
も
」
。
。
P

⑳
銀
器
供
出
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
教
会
隔
六
一
一
竿
六

　
四
、
九
三
－
九
六
百
ハ
。

⑳
℃
『
翁
§
嵩
§
寒
舞
隠
縞
お
∴
。
。
ω
圏

⑳
ζ
弾
鑓
践
p
．
．
ぎ
g
昌
Φ
二
⇔
譲
く
巳
銭
§
、
．
」
簗
ζ
．
ζ
。
ぽ
二
＆
シ
§
琳
。
譜

　
誉
沁
寒
貴
河
。
巳
。
窃
P
一
り
お
》
唱
』
霧
．

⑳
℃
『
譜
図
亀
§
§
爵
書
籍
窪
窪
∴
α
。
。
．

⑳
　
導
ミ
リ
や
一
①
①
㌫
臨
舅
w
縁
臨
⑦
確
μ
㎝
O
ふ
N
（
共
和
二
年
置
リ
ュ
メ
ー
ル
一
八

　
日
y

⑭
℃
『
翁
瞼
§
§
駐
い
抽
や
ミ
O
．

⑮
　
豪
げ
①
錺
．
．
閣
艮
冨
O
象
耳
器
Φ
茸
同
雪
ω
8
註
磐
8
．
、
る
目
賃
ρ
×
×
巳

⑯
　
℃
噸
譜
ま
晋
昌
§
譜
舞
唱
．
憲
甲
一
蒔
◎
こ
の
要
求
を
う
け
て
市
議
会
は
、
共

　
和
二
年
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
八
日
に
次
の
よ
う
な
掲
示
を
市
内
に
出
し
た
。

　
「
共
和
国
民
の
心
に
、
自
由
の
偉
大
な
諸
原
理
を
広
め
保
つ
た
め
に
、
熱
意
あ
る
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市
民
は
各
家
に
以
下
を
掲
示
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
共
和
国
の
統
～
と
不
可
分
、

　
自
由
、
平
等
、
友
愛
、
さ
も
な
く
ば
死
」
鉢
舅
▼
6
。
ゆ
ユ
①
ご
》
旨
。
。
叩
企
・
6
｛
｛
8
ゲ
Φ

　
9
＜
5
β
濠
ぎ
騨
巴
曾
α
‘
。
8
ω
㊦
出
σ
q
9
伽
邑
匹
Φ
『
。
。
連
詩
§
Φ
匹
Φ
幻
。
器
p

　
怨
鴛
8
晋
匿
一
年
塁
」
o
霞
匹
①
冨
盛
Φ
寅
δ
幕
歌
。
践
Φ
曾
喝
国
§
醇
讐
。
一
。
。

　
一
、
雪
ω
①
o
§
面
一
「

⑰
　
℃
下
落
謬
言
§
§
譜
舞
見
高
。
。
①
．
ク
ラ
ブ
は
一
二
月
七
日
、
自
由
の
像
を
設
置

　
す
る
こ
と
、
資
金
は
市
民
の
寄
付
で
賄
う
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
、
早
速
、
～
市

　
民
が
こ
の
日
三
〇
ス
ー
を
寄
付
し
て
い
る
。

⑳
　
出
盛
曽
ω
騨
冨
欄
㎝
甲
O
O
－
紹
．
（
共
和
二
年
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
八
日
）

⑳
℃
『
§
恥
晋
ミ
題
譜
舞
℃
」
c
。
伊
デ
カ
デ
ィ
ご
と
に
市
民
祭
典
を
開
く
こ
と
、

　
そ
の
た
め
に
市
自
治
体
が
従
事
す
る
こ
と
、
劇
場
主
に
音
楽
家
を
派
遣
す
る
よ
う

　
促
す
こ
と
な
ど
も
要
求
。

⑩
§
罫
℃
■
δ
蒔

⑳
導
ミ
も
」
ま
．

お
　
わ
　
り
　
に

⑫
§
猟
も
ワ
6
9
δ
9

⑬
　
尊
ミ
》
唱
℃
■
一
い
《
H
㎝
多
目
刈
N
一
リ
メ
例
え
ば
、
　
一
〇
月
一
八
日
中
は
、
リ
ビ
エ

　
が
翌
日
か
ら
「
デ
ユ
シ
ェ
ー
ヌ
親
父
と
禁
域
の
犠
牲
者
た
ち
」
を
、
ま
た
二
四
日

　
に
は
、
戦
争
が
続
く
限
り
、
六
種
類
の
劇
を
上
演
す
る
こ
と
（
六
つ
の
劇
の
う
ち

　
戦
費
調
達
の
た
め
、
他
の
三
つ
は
寡
婦
や
孤
児
へ
の
義
援
金
の
た
め
）
を
通
知
し

　
て
い
る
。
一
一
月
一
八
日
に
は
、
「
諸
王
の
最
後
の
審
判
」
を
上
演
す
る
こ
と
、

　
ま
た
今
後
、
愛
国
劇
し
か
上
演
し
な
い
と
発
言
し
、
さ
ら
に
一
二
月
二
六
日
に
は
、

　
カ
ブ
ー
ス
と
リ
ビ
エ
が
翌
日
、
ト
ゥ
ー
ロ
ン
の
戦
死
者
と
そ
の
遺
児
の
た
め
に
劇

　
を
上
演
す
る
こ
と
を
通
知
し
て
い
る
。
ま
た
勺
．
滞
日
§
Φ
く
臼
ρ
、
ド
①
ω
｛
⑪
厳
ω
仙
①

　
『
み
く
。
ご
二
〇
口
簿
一
帥
鼠
Φ
酔
7
Φ
叫
三
巴
Φ
汽
力
。
郁
①
”
雲
蝉
¢
国
倉
。
＜
冨
．
．
飛
電
越
ミ
跨
寒

　
さ
§
§
ミ
魯
＆
∴
曽
一
⑩
⑩
9

⑭
　
国
舅
－
怨
二
①
照
9
ω
Φ
ム
ω
．
（
ブ
リ
ュ
メ
！
ル
＝
二
日
）

⑮
℃
『
§
賦
§
§
昏
鶏
唱
」
零
．

⑯
　
醇
舅
昏
ω
卿
冨
団
9
冒
ω
Q
o
∴
昏
9
（
ニ
ヴ
ォ
ー
ズ
一
一
一
日
）

　
最
後
に
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
地
方
に
お
け
る
革
命
祭
典
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
祭
典
研

究
の
指
摘
が
ル
ー
ア
ン
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
と
い
え
よ
う
。
一
七
九
〇
年
の
連
盟
祭
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
ま
た
軍
事
的
色
彩
が
顕

著
で
あ
り
、
祭
典
参
加
者
か
ら
民
衆
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ミ
ラ
ボ
ー
の
哀
悼
式
典
も
行
列
と
ミ
サ
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
九
〇
年
か

ら
九
～
年
に
か
け
て
の
革
命
祭
典
は
、
旧
制
度
下
の
祭
典
と
の
連
続
性
が
見
ら
れ
る
。
九
二
年
に
な
る
と
、
祭
典
に
は
自
由
の
木
や
「
ラ
・
マ

ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」
な
ど
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
や
儀
礼
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
祭
典
の
様
相
が
大
き
く
変
わ
る
の
は
九
三
年
で
あ
る
。
ま

ず
祭
典
組
織
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
ク
ラ
ブ
が
握
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ボ
ル
デ
ィ
エ
と
ジ
ュ
ル
ダ
ン
の
復
権
祭
典
や
理
性
の
祭
典
に
見
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ら
れ
る
よ
う
に
、
聖
職
者
の
姿
が
消
え
、
祭
典
の
非
キ
リ
ス
ト
教
化
が
進
行
す
る
。
ま
た
祭
典
参
加
者
が
民
主
化
し
、
幅
広
い
市
民
が
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
民
衆
慣
行
の
火
刑
や
空
間
の
「
浄
化
」
で
あ
る
名
称
変
更
な
ど
の
か
た
ち
を
と
っ
て
、
「
死
と
再
生
」
の

テ
ー
マ
が
現
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
九
三
年
秋
の
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
二
つ
の
祭
典
に
お
い
て
、
こ
の
テ
ー
マ
は
フ
ラ
ン
ス
の
死
（
旧
制
度
）
と
再
生
（
革
命
）
を
抽
象
的

に
示
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
ボ
ル
デ
ィ
エ
と
ジ
ュ
ル
ダ
ン
の
祭
典
は
、
パ
リ
の
外
圧
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
地
方
の

革
命
化
を
推
進
す
る
パ
リ
の
申
央
集
権
政
策
、
そ
れ
に
追
従
せ
ざ
る
を
得
な
い
ル
ー
ア
ン
の
食
糧
行
政
上
の
位
置
、
そ
し
て
市
内
に
お
け
る
穏

健
派
と
ク
ラ
ブ
勢
力
の
対
立
と
い
う
状
況
を
反
映
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
祭
典
で
は
、
「
死
と
再
生
」
は
、
ク
ラ
ブ
勢
力
に
よ
る
穏
健
派
勢
力

の
打
倒
と
い
う
、
現
実
の
政
治
関
係
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
も
っ
て
、
祝
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
理
性
の
祭
典
も
ル
ー
ア
ン
市
の
置
か
れ
た

政
治
状
況
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
パ
リ
に
お
け
る
理
性
の
祭
典
の
よ
う
に
、
秩
序
の
破
壊
を
志
向
す
る
祭
典
に
は
な
り
え
な
か

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
当
時
の
ル
ー
ア
ン
で
は
、
破
壊
や
「
死
」
よ
り
も
、
「
再
生
」
に
重
き
が
置
か
れ
て
お
り
、
祭
典
も
諸
要
素
を
交
え
て
構
成

し
な
お
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
央
か
ら
発
信
さ
れ
た
政
治
文
化
は
、
地
方
の
事
情
で
様
々
に
読
み
か
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
を
微

妙
に
ず
ら
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
ゆ
え
革
命
祭
典
の
分
析
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
「
祭
り
自
体
」
の
意
味
を
捉
え
る
こ
と
と
同
時
に
、
当
地

の
政
治
情
勢
と
の
関
連
を
あ
わ
せ
て
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
こ
れ
ら
革
命
祭
典
と
ク
ラ
ブ
の
活
動
、
戦
略
と
の
関
わ
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
革
命
の
進
行
と
と
も
に
大
き
く
変
化
し
た
。
革
命
初
期
、

ク
ラ
ブ
は
連
盟
祭
を
は
じ
め
と
す
る
革
命
祭
典
の
開
催
を
い
く
つ
か
請
願
し
て
い
る
が
、
祭
典
に
は
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
な
い
。
し
か
し
ク

ラ
ブ
は
九
二
年
以
降
、
政
治
文
化
の
闘
争
を
本
格
的
に
展
開
す
る
。
ク
ラ
ブ
は
自
由
の
木
植
樹
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
を

革
命
の
、
ま
た
自
ら
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
着
さ
せ
て
ゆ
く
。
そ
の
一
方
で
ク
ラ
ブ
は
、
公
式
の
革
命
祭
典
と
は
別
に
、
独
自
に
祭
典
を
組
織

し
た
。
こ
こ
で
も
公
式
の
祭
典
に
先
駆
け
、
槍
や
ボ
ン
ネ
ッ
ト
帽
、
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」
な
ど
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
を
採
用
し
て
お
り
、

市
議
会
の
組
織
す
る
祭
典
と
は
違
っ
た
祭
り
の
姿
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
モ
チ
ー
フ
を
革
命
の
殉
教
者
た
ち
に
求
め
、
翌
年
に
頂
点
を
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迎
え
る
革
命
礼
拝
の
基
礎
を
築
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
シ
ン
ボ
ル
や
テ
ー
マ
が
、
以
後
の
革
命
祭
典
に
必
須
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　
そ
し
て
市
議
会
に
多
く
の
メ
ン
バ
ー
を
送
り
込
ん
だ
九
二
年
末
よ
り
、
ク
ラ
ブ
は
革
命
祭
典
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に

は
そ
の
組
織
に
深
く
関
わ
り
、
政
治
文
化
の
領
域
で
多
大
な
影
響
を
発
揮
し
た
。
九
三
年
秋
の
祭
典
で
は
、
ル
ー
ア
ン
市
の
「
再
生
」
を
企
図

す
る
ク
ラ
ブ
の
意
向
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
殉
教
者
崇
拝
の
定
着
も
看
取
で
き
る
。
ま
た
九
三
年
秋
以
降
は
、
革
命
祭
典
以
外
で

も
、
非
キ
リ
ス
ト
教
化
運
動
や
デ
カ
デ
ィ
の
祭
典
組
織
の
あ
り
方
、
演
劇
の
上
演
な
ど
「
公
教
育
」
全
般
を
つ
か
さ
ど
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
活
動
の
延
長
上
に
、
九
四
年
一
月
置
市
公
教
育
委
員
会
の
組
織
が
あ
る
の
で
あ
る
。
九
四
年
以
後
は
、
こ
の
公
教
育
委
員
会

と
市
議
会
、
そ
し
て
ク
ラ
ブ
の
三
者
が
ル
ー
ア
ン
市
に
お
け
る
祭
典
を
統
制
し
、
政
治
文
化
の
革
命
を
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
共
和
二
年
冬
に
、
行
政
の
領
域
だ
け
で
な
く
、
政
治
文
化
の
領
域
に
お
い
て
も
、
独
裁
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
前
稿
で
検
討
し
た
よ
う

に
・
共
和
二
年
以
隆
牛
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
が
オ
ー
ト
“
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
あ
墾
と
し
て
各
地
の
2
フ
ブ
を
塗
す
る
立
場
に
な
勧
こ
と
を
考

え
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
市
内
だ
け
で
な
く
オ
ー
ト
”
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
全
体
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
九
三
年
末
ま
で
の
革
命
祭
典
の
展
開
と
ク
ラ
ブ
の
関
与
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
「
祭
り
自
体
」
の
意
味
を
掘
り
下
げ
て
検
討

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
後
、
本
稿
の
議
論
を
深
め
る
た
め
に
は
、
祭
典
行
列
の
コ
ー
ス
や
自
由
の
木
の
植
樹
場
所
な
ど
、
多
角
的
な
分
析

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
期
に
お
け
る
祭
典
と
ク
ラ
ブ
の
関
係
も
つ
づ
け
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
さ
い
に
は
公
教
育
委
員
会
の
議
事
録
を
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
、
公
的
機
関
化
し
た
ク
ラ
ブ
の
態
度
の
変
化
を
あ
と
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
は
非
キ
リ
ス
ト
教
化
運
動
に
つ
い
て
も
包
括
的
な
検
討
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て

論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
ル
ー
ア
ン
の
民
衆
協
会
」
第
三
章
参
照
。
　
　
　
　
②
拙
稿
「
革
命
を
支
え
た
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
」
一
六
四
－
　
六
七
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
講
師
　
名
古
崖
市
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La　f6te　r6volutionnaire　et　la　soci6t6　populaire　b　Rouen　（1790－1793）

Par

TAKENAI〈A　Koji

　　Dans　1’etude　de　1’histoire　de　la　Revolution　firangaise，　｝a　soci6t6　politique　et　la

fGte　r6volutiormaitre　attirent　le　regard．　La　premiere　6tait　la　sociabilit6　politique，　il

y　avait　plus　de　6000　soci6t6s　en　1794，　qui　a　chang6　la　mentalit6　concernant　la

politique．　La　demibre　6tait　le　moyeR　de　1’instruction　publique　pour　r696n6rer

1’homme．　L’etude　de　ces　thbmes　oRt　un　problbme　commun：　relation　ti　la　politique

locale，　et　la　n6cessit6　d’6claircir　la　r6atit6　（1’organisateur，　les　participants，　la

structure　de　la　fate，　la　politisation　par　la　soci6t6　etc，）．　Pour　exmaniner　cela，　je　cite

1’exemple　de　ia　soci6t6　populaire　et　les　fetes　a　Rouen　pendant　la　p6riode

1790－1793．

　　Dan正es　f6tes　r6vo璽utio㎜ah：es　de　1790　a　1791　b　Rouen，　par　exemp正e，編伽伽伽

et　le　service　funebre，　en　me’moire　de　Mirabeau，　il　y　avait　nettement　la　continuit6　de

la　fete　sous　1’ancien　r6gime．　En　1792，　les　symboles　r6volutionnaires，　donc　1’arbre

de　la　libert6，　bonnet　et　La　Marseillaise　etc．，　sont　apparu　dans　la　fete，　en　1793，

1’aspect　de　la　fSte　a　chang6　dramatiquement．　Les　points　priricipaux　etaient　le

passage　de　1’organisateur　（du　conseil　gen6ral　de　Rouen　a　la　soci6te　populaire），　la

d6christianisation　et　la　d6mocratisation　des　paritcipants．　Tandis　que　le　theme

“mort　et　r6gen6ratioR”　apparaissait　sous　forme　du　folklore　（autodaf6）　et　du

changement　de　la　d6nornination　des　places　（6puration　de　la　cit6），　ce　theme　aussi

ref16tait　la　circonstance　politique　et　6coRomique　ti　Rouen：　1’opposition　entre　le

conseil　g6n6ral　et　la　soci6t6，　le　manque　de　vivres　et　la　m6fiance　de　Paris　b　Rouen．

　　Les　rapports　de　ces　f6tes　et　la　soci6t6　ont　chang6　｝　mesure　que　la　R6volution

devient　plus　forte．　Au　d6but，　la　participation　b　la　f6te　etait　limit6e，　mais　en　1792，

la　soci6t6　a　cornmenc6　la　lutte　de　la　culture　politique　par　la　plantation　de　1’arbre　de

la　tibert6　et　ies　fetes　organis6es　dans　la　societ6．　En　1793，　elle　a　organis6　et

dirig6　les　f6tes　othcielles　activement，　par　exemple　la　Fe“te　civique　en　me’moire　de

Bordier　eりburdin，　et　lαF2如civique　Pour　O4励耀1α4詔加0θ吻Temple　de　1α

Raison，　en　outre，　elle　a　adrrrinistr6　1’instruction　publique　en　g6n6ral；　le　mouvement

de　la　d6christianisation，　la　fete　de　d6cadaire　et　le　th6atre．　Nors　qu’on　a　fondu　le

comit6　d’instructioR　publique　de　Rouen，　etait　constitu6　par　les　membres

“montagnards”　de　la　soci6t6，　eRe　a　cornnience　la　dictature　politique　et　cultureile．
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